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ハイブリッド空調システム GHP室外ユニット 16馬力

ハイブリッド空調システム EHP室外ユニット 8馬力
※外観はイメージです。

[ハイブリッド空調システムの概要]

[ハイブリッド空調システムのメリット]

ガス会社様
室内ユニット

ガス・電力料金メニュー、電力デマ
ンド、運転情報、建物の電力消費状
況などからGHPとEHPの最適な運
転比率を演算し、ハイブリッド空調
システムに運転指示を行います。

EHP

GHP

遠隔通信

最適制御サービス
（遠隔監視サーバー）

●室外ユニット本体に記載のある「スマートマルチ」とは、東京ガス株式会社、大阪ガス株式会社などの遠隔監視サーバーと通信する
遠隔監視アダプタの指令に基づいた圧縮機の運転比率で運転するハイブリッド空調システムです。
●東京ガス株式会社の｢エネシンフォ｣、大阪ガス株式会社の「エネフレックススマート」など、ガス会社の遠隔監視サーバーからの
最適制御サービスの契約が必要です。
●当社GHP遠隔監視システムは最適制御サービスには非対応です。

※1電力パルスの取り出しが必要です。
※図はイメージです。遠隔監視アダプターの取付位置は、遠隔
　監視アダプターの施工説明書でご確認ください。

GHPとEHP間通信仕様の追加
や冷凍機油の共通化を行うこと
で、GHPとEHPを同一冷媒系統
に接続します。

最適制御サービスによる指示で
GHPとEHPの運転比率を制御。
GHP・EHPの運転情報や、電力
デマンド情報※1を遠隔監視サー
バーへ送信します。（必須オプション品）

ハイブリッド空調システム
専用室外ユニット

遠隔監視アダプター
［ガス会社様］

ハイブリッド空調システム

■年間ランニングコスト比較（イメージ）

■ハイブリッド空調システムの最適な遠隔制御による夏期の1日の運転例（イメージ）

＜条件＞
・業種：事務所ビル 5,000m2　
・設置機器容量：24馬力×8台＝192馬力
・電力料金：東京ガス（株）業務用電力　
・ガス料金：東京ガス（株）小型空調契約
・最適制御サービス：東京ガス（株）「エネシンフォ」
●設置条件、運転条件により効果は異なります。
※ガス会社様の遠隔監視サーバーからの最適
　制御サービスによるものです。 EHP

100% 約41%

約34%

約75%

ハイブリッド空調システム

ガス・最適制御サービス
電気

ランニング
コストを

約25％
低減！

外気温や稼動状況に合わせ、GHPとEHPの運転を、
もっともエネルギー効率がよいポイントに調整します。
合計消費エネルギーが抑えられ、省コスト、省エネにつな
がります。

メリット

2

「GHP業界最小のGHP16馬力」と「EHP業界最小のEHP8
馬力」の組み合わせのため、ハイブリッド空調では最小
の設置面積、最軽量の本体質量。特に、GHPは前面から
の定期点検なのでメンテナンススペースが小さく、設置
面積が小さくなっています。

メリット

4
アイシンのハイブリッド空調システムは、24タイプの室内
ユニットを接続可能です。（詳細はP.5）

メリット

5

■ハイブリッド空調システムの運転例（イメージ）

消費電力の少ないGHPとEHPを組み合わせることで、
ピーク電力を削減できるので、契約電力を抑えることが
でき、電力基本料金を削減します。

メリット

1

■1日の電力需要（イメージ）

最適制御サービスでガスと電気の料金変動に追従した
運転制御を行います。

メリット

3

■エネルギーコストによる運転例（イメージ）
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※GHP+EHP連結タイプの場合　※2021年10月現在（サービススペース含む）

※ガス会社様の遠隔サーバーからの最適制御サービスによるものです。
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もっとも高効率のポイントでEHPとGHPを
運転※することで省コストを実現

エネルギーコストの変動に追従※

業界最小サイズ、最軽量※ 豊富な接続可能室内ユニット
ラインアップ

高効率の領域が広い！

大幅節電！
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※ガス会社様の遠隔サーバーからの最適制御サービスによるものです。

GHP（16馬力相当）とEHP（8馬力相当）を

同一冷媒系統に接続した

ハイブリッド空調。

GHPとEHPを最適なバランスで

遠隔制御しますので、

省エネ、省コストに貢献します。

ハイブリッド空調システムハイブリッド空調システム

24馬力相当
（67.4kW）

受注生産品

[標準機/リニューアル対応機]
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EHPのみの上限電力デマンド

EHP

ガ
ス ガ

ス

ガ
ス

GHP

朝や夜間は、運転コストが安価になる
「EHP」を主体に運転しコストを削減

電
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気

電
気

※東京ガス株式会社、大阪ガス株式会社、東邦ガス株式会社の遠隔監視サーバーからの遠隔制御サービスによるものです。

空調負荷の高い領域では、
効率のよい「GHP」を主体に運転。
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機種名称の見方 （ハイブリッド空調システム室外ユニット）

室外ユニット 冷 媒

D・・・・・標準仕様［臭気低減機能付］（GHPのみ）
E・・・・・塩害仕様
DE・・・臭気塩害仕様（GHPのみ）

P・・・R410A

224＝22.4kW 
450＝45.0kW

ブランド
A・・・・・アイシンブランド

タイプ

ガス種マイナーチェンジ追番モデルチェンジ追番

能 力

特殊仕様

S・・・・・GHP室外ユニット
E・・・・・EHP室外ユニット
SY・・・GHP室外ユニット（リニューアル対応機）
EY・・・EHP室外ユニット（リニューアル対応機）

4 5 0 FA G P

Z・・・・・都市ガス13A・12A/
　　　LPガス（い号プロパン）共通（GHPのみ）

2 Z D ES Y

全国のユーザー様に安心して長期間ご使用

いただけるよう、各地の地理・気候条件などに

適した特殊仕様機種もご用意しています。

室外ユニットボディの熱交換器、外板など
に耐塩害処理を施し、潮風などによるボディ
の腐食を軽減します。

●塩害仕様

排気ガスの臭気を低減する臭気対応キットを
工場出荷時に組み込んだ仕様です。オプション
品で臭気対応キット（全ガス種対応）もご用意して
います。

●標準仕様［臭気低減機能付］（GHPのみ）

幅広い設置条件に対応する 特殊仕様

※室外ユニットオプション品については、P.24をご確認ください。

●冷媒配管判定表

※液管に断熱材を使用していない（片断熱）配管は、使用できま
せん。
※設計圧力3.3MPa以上の配管および分岐管であり、腐食が
ないこと。冷媒配管工事後のガス漏れ試験の際、3.3MPaの圧力
で24時間圧力降下がないことを確認してください。
※分岐～分岐、分岐～室内ユニットの冷媒配管サイズについては
当社営業所までお問い合わせください。

（注1）相当長100m以上の配管では使用できません。

φ  6.4
P450+P224

●液管

φ  9.5
φ12.7
φ15.9
φ19.1
φ22.2
φ25.4

（注1）リニューアル前機種の冷凍機油の種類や組み合わせ、使用状況によって、洗浄が必要な場合があります。
　　　リニューアルの際には、施工説明書をご確認の上、ご検討ください。

■ランニングコスト比較（イメージ）

12年前EHP

100% 約52%

約25%

約77%

ハイブリッド空調システム

ランニング
コストを

約23％
低減！

×
×
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ー

φ19.1
P450+P224

●ガス管

φ22.2
φ25.4
φ28.6
φ31.8
φ34.9
φ38.1

×
×
×
〇
〇
〇
〇

（注1）

φ41.3
P450+P224

φ44.5
φ50.8

ー
ー
ー

ガス・最適制御サービス 電気

連絡キット～第一分岐

既設機がGHPでもEHPでも
リニューアル可能！

ハイブリッド空調システムスマートマルチに
リニューアル対応機がラインアップ

ハイブリッド空調システムハイブリッド空調システム

（注1）

配管は
そのままでＯＫ！
（洗浄不要）（注1）

フィルターキット内蔵式で

簡単施工！

受注生産品

ハイブリッド空調システムの最適制御による
省コストメリットをリニューアルにも

既設配管をそのまま利用した
リニューアルが可能
　（洗浄不要）（注1）

リ
ニ
ュ
ー
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ル
対
応
機
の
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要
/
メ
リ
ッ
ト

＜条件＞
・12年前EHP 24馬力×8台、ハイブリッド空調システム 24馬力×8セットの場合
・事務所ビル5,000m2の場合　
・電力料金 ： 東京ガス株式会社業務用電力　・ガス料金 ： 東京ガス株式会社小型空調契約　
・最適制御サービス ： 東京ガス株式会社「エネシンフォ」

標準機

塩害仕様

標準仕様

システム
冷房/暖房
能力
（kW）

67.4/75.0

メーカー希望小売価格（円）
（室外ユニットセット）

24

システム
容量
（形）

システム
相当馬力
（馬力）

674

タイプ 仕様

EHP室外ユニット
（8馬力相当）

ー

機種名

GHP室外ユニット
（16馬力相当）

都市ガス13A・12A・LPガス共通

ASGP450F2ZD AEGP224F2 6,800,000円

67.4/75.024674 ASGP450F2ZDE AEGP224F2E 7,200,000円

67.4/75.024674

リニューアル
対応機

ASYGP450F2ZD AEYGP224F2 6,970,000円

67.4/75.024674塩害仕様

標準仕様

ASYGP450F2ZDE AEYGP224F2E 7,370,000円

受注生産品 受注生産品

＜既設対象空調機＞
（2021年10月現在）

冷凍機油がスニソ系（4GS系、3GS系）または、
HP-5S、HP-9、NL10、MEL32、バーレルフリーズ32、
MS32、MA32RのGHPおよびEHP。

※上記以外の冷凍機油でも対応可能なものもありますので、当社営業所までお問い合わせください。
　既設空調機の機種ごとのリニューアル実施要領については、当社営業所にお問い合わせください。
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ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
空
調
シ
ス
テ
ム
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

ハイブリッド空調システム  ラインアップ

機種名称の見方 （ハイブリッド空調システム室外ユニット）

室外ユニット 冷 媒

D・・・・・標準仕様［臭気低減機能付］（GHPのみ）
E・・・・・塩害仕様
DE・・・臭気塩害仕様（GHPのみ）

P・・・R410A

224＝22.4kW 
450＝45.0kW

ブランド
A・・・・・アイシンブランド

タイプ

ガス種マイナーチェンジ追番モデルチェンジ追番

能 力

特殊仕様

S・・・・・GHP室外ユニット
E・・・・・EHP室外ユニット
SY・・・GHP室外ユニット（リニューアル対応機）
EY・・・EHP室外ユニット（リニューアル対応機）

4 5 0 FA G P

Z・・・・・都市ガス13A・12A/
　　　LPガス（い号プロパン）共通（GHPのみ）

2 Z D ES Y

全国のユーザー様に安心して長期間ご使用

いただけるよう、各地の地理・気候条件などに

適した特殊仕様機種もご用意しています。

室外ユニットボディの熱交換器、外板など
に耐塩害処理を施し、潮風などによるボディ
の腐食を軽減します。

●塩害仕様

排気ガスの臭気を低減する臭気対応キットを
工場出荷時に組み込んだ仕様です。オプション
品で臭気対応キット（全ガス種対応）もご用意して
います。

●標準仕様［臭気低減機能付］（GHPのみ）

幅広い設置条件に対応する 特殊仕様

※室外ユニットオプション品については、P.24をご確認ください。

●冷媒配管判定表

※液管に断熱材を使用していない（片断熱）配管は、使用できま
せん。
※設計圧力3.3MPa以上の配管および分岐管であり、腐食が
ないこと。冷媒配管工事後のガス漏れ試験の際、3.3MPaの圧力
で24時間圧力降下がないことを確認してください。
※分岐～分岐、分岐～室内ユニットの冷媒配管サイズについては
当社営業所までお問い合わせください。

（注1）相当長100m以上の配管では使用できません。

φ  6.4
P450+P224

●液管

φ  9.5
φ12.7
φ15.9
φ19.1
φ22.2
φ25.4

（注1）リニューアル前機種の冷凍機油の種類や組み合わせ、使用状況によって、洗浄が必要な場合があります。
　　　リニューアルの際には、施工説明書をご確認の上、ご検討ください。

■ランニングコスト比較（イメージ）

12年前EHP

100% 約52%

約25%

約77%

ハイブリッド空調システム

ランニング
コストを

約23％
低減！

×
×
×
〇
〇
ー
ー

φ19.1
P450+P224

●ガス管

φ22.2
φ25.4
φ28.6
φ31.8
φ34.9
φ38.1

×
×
×
〇
〇
〇
〇

（注1）

φ41.3
P450+P224

φ44.5
φ50.8

ー
ー
ー

ガス・最適制御サービス 電気

連絡キット～第一分岐

既設機がGHPでもEHPでも
リニューアル可能！

ハイブリッド空調システムスマートマルチに
リニューアル対応機がラインアップ

ハイブリッド空調システムハイブリッド空調システム

（注1）

配管は
そのままでＯＫ！
（洗浄不要）（注1）

フィルターキット内蔵式で

簡単施工！

受注生産品

ハイブリッド空調システムの最適制御による
省コストメリットをリニューアルにも

既設配管をそのまま利用した
リニューアルが可能
　（洗浄不要）（注1）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
対
応
機
の
概
要
/
メ
リ
ッ
ト

＜条件＞
・12年前EHP 24馬力×8台、ハイブリッド空調システム 24馬力×8セットの場合
・事務所ビル5,000m2の場合　
・電力料金 ： 東京ガス株式会社業務用電力　・ガス料金 ： 東京ガス株式会社小型空調契約　
・最適制御サービス ： 東京ガス株式会社「エネシンフォ」

標準機

塩害仕様

標準仕様

システム
冷房/暖房
能力
（kW）

67.4/75.0

メーカー希望小売価格（円）
（室外ユニットセット）

24

システム
容量
（形）

システム
相当馬力
（馬力）

674

タイプ 仕様

EHP室外ユニット
（8馬力相当）

ー

機種名

GHP室外ユニット
（16馬力相当）

都市ガス13A・12A・LPガス共通

ASGP450F2ZD AEGP224F2 6,800,000円

67.4/75.024674 ASGP450F2ZDE AEGP224F2E 7,200,000円

67.4/75.024674

リニューアル
対応機

ASYGP450F2ZD AEYGP224F2 6,970,000円

67.4/75.024674塩害仕様

標準仕様

ASYGP450F2ZDE AEYGP224F2E 7,370,000円

受注生産品 受注生産品

＜既設対象空調機＞
（2021年10月現在）

冷凍機油がスニソ系（4GS系、3GS系）または、
HP-5S、HP-9、NL10、MEL32、バーレルフリーズ32、
MS32、MA32RのGHPおよびEHP。

※上記以外の冷凍機油でも対応可能なものもありますので、当社営業所までお問い合わせください。
　既設空調機の機種ごとのリニューアル実施要領については、当社営業所にお問い合わせください。
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※掲載の価格は、室外ユニット本体のみのメーカー希望小売価格（税抜）であり、配管部材費・工事費などは含まれておりません。

容量

相当馬力

冷房能力 （注1） 
暖房能力 （注1）  
低温暖房能力 （注1）

ハイブリッド空調システム（GHP室外ユニット標準機） ハイブリッド空調システム（EHP室外ユニット標準機）タイプ
450形
16馬力

224形
8馬力

外形寸法 高さ × 幅 × 奥行  1台分
質量 （注2）

三相200電源
始動電流 

冷房
暖房

冷房
暖房

電気特性
（注1）（注3）  

消費電力

冷房
暖房

運転電流
三相

冷房
暖房

力率

定格出力 
始動方式

ガスエンジン
種類

潤滑油
封入量

種類
濃度
凍結温度冷却水
封入量
冷却水ポンプ電動機出力

FVC68D指定冷凍機油
冷凍機油封入量可変容量圧縮機
クランクケースヒーター

上面

40

kW
kW
kW
mm
kg
V
A

kW

A

kW

%

kW

L

%
℃
L
kＷ

L
W

kg

dB

mm

mm
m

m3/min
W
mm
mm

m

m

190/165

50
15

（注1）

（注2）
（注3）
（注4）
（注5）
（注6）
（注7）
（注8）

m3N/h = kW × 860 ガス発熱量（kcal/m3） ： 10,750または11,000（都市ガス13A）、10,000（都市ガス12A）、24,000（LPガス（い号プロパン））
ガス発熱量

燃料消費量の
m3N/h単位への換算方法

メーカー希望小売価格（室外ユニットセット価格）

機種名

仕様

種類
封入量

空気吸込口
空気吹出口

冷媒

標準モード
サイレントモード

定格騒音（注5） 
音響パワーレベル

冷媒ガス管 
冷媒液管
冷媒配管位置
燃料ガス管配管関係

形式×台数
定格風量
電動機出力

送風機

排気口
排気口位置
排気ドレンホース 

室外ユニットが下
室外ユニットが上

室内外ユニット間
許容高低差

許容配管長  相当長／実長

室内ユニット間最大許容高低差 （注8）

外装塗装色 
（マンセルNo.）

標準仕様
塩害仕様

R410A

dB
標準モード
サイレントモード

運転音（注6）    
音圧レベル

ASGP450F2ZD
標準仕様［臭気低減機能付］

6,800,000円

メーカー希望小売価格（室外ユニットセット価格）

機種名

仕様

燃料消費量  （注1）（注4）
都市ガス13A、LPガス[12A]

GHPの冷房・暖房能力、電気特性、燃料消費量はＪＩＳ B 8627:2015条件にて当社測定基準により運転した値です。　　　      
EHPの冷房・暖房能力、燃料消費量はＪＩＳ B 8616:2015およびJRA4002:2013R条件にて当社測定基準により運転した値です。     
冷房能力 ： 室内側吸込空気温度27℃DB、19℃WB、室外側吸込空気温度35℃DB　暖房能力 ： 室内側吸込空気温度20℃DB、室外側吸込空気温度7℃DB、6℃WB   
低温暖房能力 ： 室内側吸込空気温度20℃DB、室外側吸込空気温度2℃DB、1℃WB     
GHPの標準仕様［臭気低減機能付］と臭気塩害仕様は同質量です。EHPの標準仕様と塩害仕様は同質量です。     
電気特性は50Hz・60Hz共通の値です。     
燃料消費量（kW）は総発熱量（kcal）基準です。燃料消費量のm3N/h単位への換算方法は下記をご参照ください。ガスの発熱量は下記と異なる場合もありますので、ご確認ください。  
定格騒音 音響パワーレベルは、GHPはJIS B 8627:2015条件に、EHPはJIS B 8616:2015およびJRA4002:2013R条件に準拠した値です。　　    
運転音 音圧レベルは、GHPはJIS B 8627:2006条件に準拠した値、EHPはJIS B 8615条件に準拠し、（半）無響室換算した値で、実際の設置においては、運転条件や周囲の状態により多少値が高くなるのが普通です。
室外ユニット付属のリデューサーにて調整後の配管径です。     
室内ユニット間許容高低差（m）は条件により異なります。詳しくはP.14をご参照ください。　

※漏電遮断機（インバーターの場合は高調波対応品）を必ず設置してください。     
※冷房または暖房の電流値が20Aを超える空調機は「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」対象機器となります。回路種別番号、換算係数は当社営業所までお問い合わせください。 
※インバーター方式の空調機は高調波発生機器です。機器から発生した高調波は電源線を伝わり、他の設備や機器に異音、振動、発熱、誤作動などの影響を与えることがあります。詳しくは当社営業所までお問い合わせください。 
※ハイブリッド空調システムはJIS B 8627、JIS B 8616およびJRA4002に規定された商品ではないため、グリーン購入法の適合を判断する対象から外れています。

AEGP224F2
標準仕様

ASGP450F2ZDE
臭気塩害仕様

7,200,000円
AEGP224F2E
塩害仕様

45.0 22.4
50.0 25.0 
50.0 18.5

2245 × 1660 × 880 1525 × 930 × 765
695 183

20 ー
0.645 6.01
0.505 6.53
2.4 19.3
2.0 20.8
78 90.1
73 90.6

37.8[39.0] ー
34.9[36.0] ー
10.0 ー

AC/DC変換方式DCスターター ー
アイシンガスエンジンオイルFL-10000G ー

30 ー
アイシンクーラントS ー

50 ー
ー20 ー
19 ー

4.0 3.1
24×2 33

0.13 ー

11.5 6.3
正面・後面・側面 後面・側面

RT

DIC546 1/2 （9.9Y8.4/1.2）近似 アイボリーホワイト （5Y7.5/1）
ー ライトキャメル （2.5Y6.5/1.5）
5.8 3.09法定冷凍トン

77 80
75 ー
61 58
59 ー

プロペラファン×2 プロペラファン×1
291 160

255×1　321×1 390×1
φ28.6（注7） φ19.1
φ15.9 φ9.5
後面右下 正面・下面
R3/4 ー
φ100 ー
上面 ー
φ15 ー

標準、耐塩害仕様の数値は
下表の標準仕様の値をご参照ください。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様
表

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様
表

※GHPのみ室外ユニット仕様表
※掲載の価格は、室外ユニット本体のみのメーカー希望小売価格（税抜）であり、配管部材費・工事費などは含まれておりません。

容量

相当馬力

冷房能力 （注1） 
暖房能力 （注1）  
低温暖房能力 （注1）

ハイブリッド空調システム（GHP室外ユニットリニューアル対応機） ハイブリッド空調システム（EHP室外ユニットリニューアル対応機）タイプ
450形
16馬力

224形
8馬力

外形寸法 高さ × 幅 × 奥行  1台分
質量 （注2）

三相200電源
始動電流 

冷房
暖房

冷房
暖房

電気特性
（注1）（注3）  

消費電力

冷房
暖房

運転電流
三相

冷房
暖房

力率

定格出力 
始動方式

ガスエンジン
種類

潤滑油
封入量

種類
濃度
凍結温度冷却水
封入量
冷却水ポンプ電動機出力

FVC68D指定冷凍機油
冷凍機油封入量可変容量圧縮機
クランクケースヒーター

上面

40

kW
kW
kW
mm
kg
V
A

kW

A

kW

%

kW

L

%
℃
L
kＷ

L
W

kg

dB

mm

mm
m

m3/min
W
mm
mm

m

m

190/165

50
15

（注1）

（注2）
（注3）
（注4）
（注5）
（注6）
（注7）
（注8）

m3N/h = kW × 860 ガス発熱量（kcal/m3） ： 10,750または11,000（都市ガス13A）、10,000（都市ガス12A）、24,000（LPガス（い号プロパン））
ガス発熱量

燃料消費量の
m3N/h単位への換算方法

メーカー希望小売価格（室外ユニットセット価格）

機種名

仕様

種類
封入量

空気吸込口
空気吹出口

冷媒

標準モード
サイレントモード

定格騒音（注5） 
音響パワーレベル

冷媒ガス管 
冷媒液管
冷媒配管位置
燃料ガス管配管関係

形式×台数
定格風量
電動機出力

送風機

排気口
排気口位置
排気ドレンホース 

室外ユニットが下
室外ユニットが上

室内外ユニット間
許容高低差

許容配管長  相当長／実長

室内ユニット間最大許容高低差 （注8）

外装塗装色 
（マンセルNo.）

標準仕様
塩害仕様

R410A

dB
標準モード
サイレントモード

運転音（注6）    
音圧レベル

ASYGP450F2ZD
標準仕様［臭気低減機能付］

6,970,000円

メーカー希望小売価格（室外ユニットセット価格）

機種名

仕様

燃料消費量  （注1）（注4）
都市ガス13A、LPガス[12A]

GHPの冷房・暖房能力、電気特性、燃料消費量はＪＩＳ B 8627:2015条件にて当社測定基準により運転した値です。　　　      
EHPの冷房・暖房能力、燃料消費量はＪＩＳ B 8616:2015およびJRA4002:2013R条件にて当社測定基準により運転した値です。     
冷房能力 ： 室内側吸込空気温度27℃DB、19℃WB、室外側吸込空気温度35℃DB　暖房能力 ： 室内側吸込空気温度20℃DB、室外側吸込空気温度7℃DB、6℃WB   
低温暖房能力 ： 室内側吸込空気温度20℃DB、室外側吸込空気温度2℃DB、1℃WB     
GHPの標準仕様［臭気低減機能付］と臭気塩害仕様は同質量です。EHPの標準仕様と塩害仕様は同質量です。     
電気特性は50Hz・60Hz共通の値です。     
燃料消費量（kW）は総発熱量（kcal）基準です。燃料消費量のm3N/h単位への換算方法は下記をご参照ください。ガスの発熱量は下記と異なる場合もありますので、ご確認ください。  
定格騒音 音響パワーレベルは、GHPはJIS B 8627:2015条件に、EHPはJIS B 8616:2015およびJRA4002:2013R条件に準拠した値です。　　    
運転音 音圧レベルは、GHPはJIS B 8627:2006条件に準拠した値、EHPはJIS B 8615条件に準拠し、（半）無響室換算した値で、実際の設置においては、運転条件や周囲の状態により多少値が高くなるのが普通です。
室外ユニット付属のリデューサーにて調整後の配管径です。     
室内ユニット間許容高低差（m）は条件により異なります。詳しくはP.14をご参照ください。　

※漏電遮断機（インバーターの場合は高調波対応品）を必ず設置してください。     
※冷房または暖房の電流値が20Aを超える空調機は「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」対象機器となります。回路種別番号、換算係数は当社営業所までお問い合わせください。 
※インバーター方式の空調機は高調波発生機器です。機器から発生した高調波は電源線を伝わり、他の設備や機器に異音、振動、発熱、誤作動などの影響を与えることがあります。詳しくは当社営業所までお問い合わせください。 
※ハイブリッド空調システムはJIS B 8627、JIS B 8616およびJRA4002に規定された商品ではないため、グリーン購入法の適合を判断する対象から外れています。

AEYGP224F2
標準仕様

ASYGP450F2ZDE
臭気塩害仕様

7,370,000円
AEYGP224F2E
塩害仕様

45.0 22.4
50.0 25.0 
50.0 18.5

2245 × 1660 × 880 1525 × 930 × 765
700 183

20 ー
0.645 6.25
0.505 6.53
2.4 20.0
2.0 20.8
78 90.1
73 90.6

37.8[39.0] ー
34.9[36.0] ー
10.0 ー

AC/DC変換方式DCスターター ー
アイシンガスエンジンオイルFL-10000G ー

30 ー
アイシンクーラントS ー

50 ー
ー20 ー
19 ー

4.7 3.5
24×2 33

0.13 ー

11.5 6.3
正面・後面・側面 後面・側面

RT

DIC546 1/2 （9.9Y8.4/1.2）近似 アイボリーホワイト （5Y7.5/1）
ー ライトキャメル （2.5Y6.5/1.5）
5.8 3.09法定冷凍トン

77 80
75 ー
61 58
59 ー

プロペラファン×2 プロペラファン×1
291 160

255×1　321×1 390×1
φ28.6（注7） φ19.1
φ15.9 φ9.5
後面右下 正面・下面
R3/4 ー
φ100 ー
上面 ー
φ15 ー

標準、耐塩害仕様の数値は
下表の標準仕様の値をご参照ください。

※GHPのみ
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※掲載の価格は、室外ユニット本体のみのメーカー希望小売価格（税抜）であり、配管部材費・工事費などは含まれておりません。

容量

相当馬力

冷房能力 （注1） 
暖房能力 （注1）  
低温暖房能力 （注1）

ハイブリッド空調システム（GHP室外ユニット標準機） ハイブリッド空調システム（EHP室外ユニット標準機）タイプ
450形
16馬力

224形
8馬力

外形寸法 高さ × 幅 × 奥行  1台分
質量 （注2）

三相200電源
始動電流 

冷房
暖房

冷房
暖房

電気特性
（注1）（注3）  

消費電力

冷房
暖房

運転電流
三相

冷房
暖房

力率

定格出力 
始動方式

ガスエンジン
種類

潤滑油
封入量

種類
濃度
凍結温度冷却水
封入量
冷却水ポンプ電動機出力

FVC68D指定冷凍機油
冷凍機油封入量可変容量圧縮機
クランクケースヒーター

上面

40

kW
kW
kW
mm
kg
V
A

kW

A

kW

%

kW

L

%
℃
L
kＷ

L
W

kg

dB

mm

mm
m

m3/min
W
mm
mm

m

m

190/165

50
15

（注1）

（注2）
（注3）
（注4）
（注5）
（注6）
（注7）
（注8）

m3N/h = kW × 860 ガス発熱量（kcal/m3） ： 10,750または11,000（都市ガス13A）、10,000（都市ガス12A）、24,000（LPガス（い号プロパン））
ガス発熱量

燃料消費量の
m3N/h単位への換算方法

メーカー希望小売価格（室外ユニットセット価格）

機種名

仕様

種類
封入量

空気吸込口
空気吹出口

冷媒

標準モード
サイレントモード

定格騒音（注5） 
音響パワーレベル

冷媒ガス管 
冷媒液管
冷媒配管位置
燃料ガス管配管関係

形式×台数
定格風量
電動機出力

送風機

排気口
排気口位置
排気ドレンホース 

室外ユニットが下
室外ユニットが上

室内外ユニット間
許容高低差

許容配管長  相当長／実長

室内ユニット間最大許容高低差 （注8）

外装塗装色 
（マンセルNo.）

標準仕様
塩害仕様

R410A

dB
標準モード
サイレントモード

運転音（注6）    
音圧レベル

ASGP450F2ZD
標準仕様［臭気低減機能付］

6,800,000円

メーカー希望小売価格（室外ユニットセット価格）

機種名

仕様

燃料消費量  （注1）（注4）
都市ガス13A、LPガス[12A]

GHPの冷房・暖房能力、電気特性、燃料消費量はＪＩＳ B 8627:2015条件にて当社測定基準により運転した値です。　　　      
EHPの冷房・暖房能力、燃料消費量はＪＩＳ B 8616:2015およびJRA4002:2013R条件にて当社測定基準により運転した値です。     
冷房能力 ： 室内側吸込空気温度27℃DB、19℃WB、室外側吸込空気温度35℃DB　暖房能力 ： 室内側吸込空気温度20℃DB、室外側吸込空気温度7℃DB、6℃WB   
低温暖房能力 ： 室内側吸込空気温度20℃DB、室外側吸込空気温度2℃DB、1℃WB     
GHPの標準仕様［臭気低減機能付］と臭気塩害仕様は同質量です。EHPの標準仕様と塩害仕様は同質量です。     
電気特性は50Hz・60Hz共通の値です。     
燃料消費量（kW）は総発熱量（kcal）基準です。燃料消費量のm3N/h単位への換算方法は下記をご参照ください。ガスの発熱量は下記と異なる場合もありますので、ご確認ください。  
定格騒音 音響パワーレベルは、GHPはJIS B 8627:2015条件に、EHPはJIS B 8616:2015およびJRA4002:2013R条件に準拠した値です。　　    
運転音 音圧レベルは、GHPはJIS B 8627:2006条件に準拠した値、EHPはJIS B 8615条件に準拠し、（半）無響室換算した値で、実際の設置においては、運転条件や周囲の状態により多少値が高くなるのが普通です。
室外ユニット付属のリデューサーにて調整後の配管径です。     
室内ユニット間許容高低差（m）は条件により異なります。詳しくはP.14をご参照ください。　

※漏電遮断機（インバーターの場合は高調波対応品）を必ず設置してください。     
※冷房または暖房の電流値が20Aを超える空調機は「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」対象機器となります。回路種別番号、換算係数は当社営業所までお問い合わせください。 
※インバーター方式の空調機は高調波発生機器です。機器から発生した高調波は電源線を伝わり、他の設備や機器に異音、振動、発熱、誤作動などの影響を与えることがあります。詳しくは当社営業所までお問い合わせください。 
※ハイブリッド空調システムはJIS B 8627、JIS B 8616およびJRA4002に規定された商品ではないため、グリーン購入法の適合を判断する対象から外れています。

AEGP224F2
標準仕様

ASGP450F2ZDE
臭気塩害仕様

7,200,000円
AEGP224F2E
塩害仕様

45.0 22.4
50.0 25.0 
50.0 18.5

2245 × 1660 × 880 1525 × 930 × 765
695 183

20 ー
0.645 6.01
0.505 6.53
2.4 19.3
2.0 20.8
78 90.1
73 90.6

37.8[39.0] ー
34.9[36.0] ー
10.0 ー

AC/DC変換方式DCスターター ー
アイシンガスエンジンオイルFL-10000G ー

30 ー
アイシンクーラントS ー

50 ー
ー20 ー
19 ー

4.0 3.1
24×2 33

0.13 ー

11.5 6.3
正面・後面・側面 後面・側面

RT

DIC546 1/2 （9.9Y8.4/1.2）近似 アイボリーホワイト （5Y7.5/1）
ー ライトキャメル （2.5Y6.5/1.5）
5.8 3.09法定冷凍トン

77 80
75 ー
61 58
59 ー

プロペラファン×2 プロペラファン×1
291 160

255×1　321×1 390×1
φ28.6（注7） φ19.1
φ15.9 φ9.5
後面右下 正面・下面
R3/4 ー
φ100 ー
上面 ー
φ15 ー

標準、耐塩害仕様の数値は
下表の標準仕様の値をご参照ください。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様
表

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様
表

※GHPのみ室外ユニット仕様表
※掲載の価格は、室外ユニット本体のみのメーカー希望小売価格（税抜）であり、配管部材費・工事費などは含まれておりません。

容量

相当馬力

冷房能力 （注1） 
暖房能力 （注1）  
低温暖房能力 （注1）

ハイブリッド空調システム（GHP室外ユニットリニューアル対応機） ハイブリッド空調システム（EHP室外ユニットリニューアル対応機）タイプ
450形
16馬力

224形
8馬力

外形寸法 高さ × 幅 × 奥行  1台分
質量 （注2）

三相200電源
始動電流 

冷房
暖房

冷房
暖房

電気特性
（注1）（注3）  

消費電力

冷房
暖房

運転電流
三相

冷房
暖房

力率

定格出力 
始動方式

ガスエンジン
種類

潤滑油
封入量

種類
濃度
凍結温度冷却水
封入量
冷却水ポンプ電動機出力

FVC68D指定冷凍機油
冷凍機油封入量可変容量圧縮機
クランクケースヒーター

上面

40

kW
kW
kW
mm
kg
V
A

kW

A

kW

%

kW

L

%
℃
L
kＷ

L
W

kg

dB

mm

mm
m

m3/min
W
mm
mm

m

m

190/165

50
15

（注1）

（注2）
（注3）
（注4）
（注5）
（注6）
（注7）
（注8）

m3N/h = kW × 860 ガス発熱量（kcal/m3） ： 10,750または11,000（都市ガス13A）、10,000（都市ガス12A）、24,000（LPガス（い号プロパン））
ガス発熱量

燃料消費量の
m3N/h単位への換算方法

メーカー希望小売価格（室外ユニットセット価格）

機種名

仕様

種類
封入量

空気吸込口
空気吹出口

冷媒

標準モード
サイレントモード

定格騒音（注5） 
音響パワーレベル

冷媒ガス管 
冷媒液管
冷媒配管位置
燃料ガス管配管関係

形式×台数
定格風量
電動機出力

送風機

排気口
排気口位置
排気ドレンホース 

室外ユニットが下
室外ユニットが上

室内外ユニット間
許容高低差

許容配管長  相当長／実長

室内ユニット間最大許容高低差 （注8）

外装塗装色 
（マンセルNo.）

標準仕様
塩害仕様

R410A

dB
標準モード
サイレントモード

運転音（注6）    
音圧レベル

ASYGP450F2ZD
標準仕様［臭気低減機能付］

6,970,000円

メーカー希望小売価格（室外ユニットセット価格）

機種名

仕様

燃料消費量  （注1）（注4）
都市ガス13A、LPガス[12A]

GHPの冷房・暖房能力、電気特性、燃料消費量はＪＩＳ B 8627:2015条件にて当社測定基準により運転した値です。　　　      
EHPの冷房・暖房能力、燃料消費量はＪＩＳ B 8616:2015およびJRA4002:2013R条件にて当社測定基準により運転した値です。     
冷房能力 ： 室内側吸込空気温度27℃DB、19℃WB、室外側吸込空気温度35℃DB　暖房能力 ： 室内側吸込空気温度20℃DB、室外側吸込空気温度7℃DB、6℃WB   
低温暖房能力 ： 室内側吸込空気温度20℃DB、室外側吸込空気温度2℃DB、1℃WB     
GHPの標準仕様［臭気低減機能付］と臭気塩害仕様は同質量です。EHPの標準仕様と塩害仕様は同質量です。     
電気特性は50Hz・60Hz共通の値です。     
燃料消費量（kW）は総発熱量（kcal）基準です。燃料消費量のm3N/h単位への換算方法は下記をご参照ください。ガスの発熱量は下記と異なる場合もありますので、ご確認ください。  
定格騒音 音響パワーレベルは、GHPはJIS B 8627:2015条件に、EHPはJIS B 8616:2015およびJRA4002:2013R条件に準拠した値です。　　    
運転音 音圧レベルは、GHPはJIS B 8627:2006条件に準拠した値、EHPはJIS B 8615条件に準拠し、（半）無響室換算した値で、実際の設置においては、運転条件や周囲の状態により多少値が高くなるのが普通です。
室外ユニット付属のリデューサーにて調整後の配管径です。     
室内ユニット間許容高低差（m）は条件により異なります。詳しくはP.14をご参照ください。　

※漏電遮断機（インバーターの場合は高調波対応品）を必ず設置してください。     
※冷房または暖房の電流値が20Aを超える空調機は「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」対象機器となります。回路種別番号、換算係数は当社営業所までお問い合わせください。 
※インバーター方式の空調機は高調波発生機器です。機器から発生した高調波は電源線を伝わり、他の設備や機器に異音、振動、発熱、誤作動などの影響を与えることがあります。詳しくは当社営業所までお問い合わせください。 
※ハイブリッド空調システムはJIS B 8627、JIS B 8616およびJRA4002に規定された商品ではないため、グリーン購入法の適合を判断する対象から外れています。

AEYGP224F2
標準仕様

ASYGP450F2ZDE
臭気塩害仕様

7,370,000円
AEYGP224F2E
塩害仕様

45.0 22.4
50.0 25.0 
50.0 18.5

2245 × 1660 × 880 1525 × 930 × 765
700 183

20 ー
0.645 6.25
0.505 6.53
2.4 20.0
2.0 20.8
78 90.1
73 90.6

37.8[39.0] ー
34.9[36.0] ー
10.0 ー

AC/DC変換方式DCスターター ー
アイシンガスエンジンオイルFL-10000G ー

30 ー
アイシンクーラントS ー

50 ー
ー20 ー
19 ー

4.7 3.5
24×2 33

0.13 ー

11.5 6.3
正面・後面・側面 後面・側面

RT

DIC546 1/2 （9.9Y8.4/1.2）近似 アイボリーホワイト （5Y7.5/1）
ー ライトキャメル （2.5Y6.5/1.5）
5.8 3.09法定冷凍トン

77 80
75 ー
61 58
59 ー

プロペラファン×2 プロペラファン×1
291 160

255×1　321×1 390×1
φ28.6（注7） φ19.1
φ15.9 φ9.5
後面右下 正面・下面
R3/4 ー
φ100 ー
上面 ー
φ15 ー

標準、耐塩害仕様の数値は
下表の標準仕様の値をご参照ください。

※GHPのみ
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■GHP据付基礎について

■GHP室外ユニット基礎寸法

アンカーボルト

アンカーボルト

コンクリート
端面は面取り

排水溝

（mm）

〈基礎寸法〉

〈地上設置〉

a以上
（基礎コンクリート）

A
アンカー
ボルト　
ピッチ　（　　　　　）

b以
上

（
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

B

ア
ン
カ
ー

ボ
ル
ト
　

ピ
ッ
チ
　

（　　
　　　

） アンカーボルト

床面を目荒
して打設

〈屋上設置〉

2
0
0

以
上

2
0
0

以
上

3
5

3
5

（注1）防振架台を設置する場合は60mm以上

（注1）

（注1）

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

●基礎は右図に従って十分な強度をもたせ、雨水・塵埃・
破損から室外ユニットを保護するため、基礎の高さを床面
より200mm以上とし、周囲には排水用の溝を設けて
ドレンを排水口へ導いてください。
●基礎には平均的に室外ユニットの荷重がかかり、上面に
雨水などがたまることがないように水平かつ平滑に仕上げ
てください。
●室外ユニットの基礎に一体化していない下駄基礎は使用
しないでください。十分な強度が得られません。
●屋上床等に一体化した下駄基礎を設置する場合、強度に
留意してください。

●室外ユニット下部から凝縮水が滴下する可能性があります。
凝縮水の滴下が問題になる場合は、ドレンパンなどを設置
してください。
●基礎の水平度（傾き）は1/400以下にしてください。

■GHP防振架台について
●屋上・ベランダ設置などで隣室・階下への振動が問題に
なる場合は防振架台を設置してください。（施工の詳細に
ついては、下記表の防振架台に付属の『取扱説明書』を
参照してください。）

●防振架台を使用する場合の基礎のアンカーボルトピッチは
下表を参照してください。

●防振架台の下部架台の内側に雨水などがたまらないように
基礎上面にも排水溝を設けてください。

●基礎は全面基礎（ベタ基礎）として、上面は水平を出し
防振架台の下部架台と密接するように平滑に仕上げて
ください。
●防振架台の締付トルクはアンカーボルトメーカーの推奨
としてください。

（注2）防振架台設置時は、下記「GHP防振架台について」を参照してください。
　　　この場合は、アンカーボルトの基礎からの飛び出し長さを、60mmにしてください。

設置場所 /設計震度

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
外
形
図

施
工
情
報

※下表は、「建築設備耐震設計・施工指針」、「建築基準法施行令第87条第2項」
　および「平成12年建設省告示第1454号」における、下記計算条件で計算
　した基礎サイズです。
　　地震力…水平震度 屋上；1.0G、地上；0.4G
　　風力…基準風速；42（m/s）、地表面粗度区分；Ⅱ
計算条件のうち、一条件でも上記の値を超える（水平震度・基準風速は上記の値
を超える、地表面粗度区分はⅠとなる）場合は、各設置場所における、地震力
および風力を求めるための各数値を用いて設計してください。

ハイブリッド空調システム（GHP） ： ASGP450F2ZD・ASYGP450F2ZD

ハイブリッド空調システム（EHP） ： AEGP224F2・AEYGP224F2

★

★

★

★

★

★

※★

左側面 右側面

下面

正面

上面

⑧

上面

正面 右側面 背面

⑦
③
②
①
⑥

⑤
④

8
7
6
5
4
3
2
1
番号

排気口
排気ドレンホース
凝縮水排出口
通信線
電源線
燃料配管接続口
冷媒ガス管接続口
冷媒液管接続口

部　品　名

室外ユニット外形図

）mm（法寸C型式メーカー名

倉敷化工（株）

特許機器（株）

AGVJ560F1

AGWJ560F2

936（注1）

936（注1）

■GHP防振架台機種

（注1）オプション品の「基礎ボルト用ブラケット」を利用して固定する場合。
（特許機器（株）は4点固定、倉敷化工（株）は6点固定です。）

1440（注1）

1440（注1）

）mm（法寸D

室外ユニット

機器取付穴

防振架台/上部架台

防振架台/下部架台

排水溝

基礎

基礎ボルト穴

アンカーボルト
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■GHP据付基礎について

■GHP室外ユニット基礎寸法

アンカーボルト

アンカーボルト

コンクリート
端面は面取り

排水溝

（mm）

〈基礎寸法〉

〈地上設置〉

a以上
（基礎コンクリート）

A
アンカー
ボルト　
ピッチ　（　　　　　）

b以
上

（
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

B

ア
ン
カ
ー

ボ
ル
ト
　

ピ
ッ
チ
　

（　　
　　　

） アンカーボルト

床面を目荒
して打設

〈屋上設置〉

2
0
0

以
上

2
0
0

以
上

3
5

3
5

（注1）防振架台を設置する場合は60mm以上

（注1）

（注1）

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

●基礎は右図に従って十分な強度をもたせ、雨水・塵埃・
破損から室外ユニットを保護するため、基礎の高さを床面
より200mm以上とし、周囲には排水用の溝を設けて
ドレンを排水口へ導いてください。
●基礎には平均的に室外ユニットの荷重がかかり、上面に
雨水などがたまることがないように水平かつ平滑に仕上げ
てください。
●室外ユニットの基礎に一体化していない下駄基礎は使用
しないでください。十分な強度が得られません。
●屋上床等に一体化した下駄基礎を設置する場合、強度に
留意してください。

●室外ユニット下部から凝縮水が滴下する可能性があります。
凝縮水の滴下が問題になる場合は、ドレンパンなどを設置
してください。
●基礎の水平度（傾き）は1/400以下にしてください。

■GHP防振架台について
●屋上・ベランダ設置などで隣室・階下への振動が問題に
なる場合は防振架台を設置してください。（施工の詳細に
ついては、下記表の防振架台に付属の『取扱説明書』を
参照してください。）

●防振架台を使用する場合の基礎のアンカーボルトピッチは
下表を参照してください。

●防振架台の下部架台の内側に雨水などがたまらないように
基礎上面にも排水溝を設けてください。

●基礎は全面基礎（ベタ基礎）として、上面は水平を出し
防振架台の下部架台と密接するように平滑に仕上げて
ください。
●防振架台の締付トルクはアンカーボルトメーカーの推奨
としてください。

（注2）防振架台設置時は、下記「GHP防振架台について」を参照してください。
　　　この場合は、アンカーボルトの基礎からの飛び出し長さを、60mmにしてください。

設置場所 /設計震度

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
外
形
図

施
工
情
報

※下表は、「建築設備耐震設計・施工指針」、「建築基準法施行令第87条第2項」
　および「平成12年建設省告示第1454号」における、下記計算条件で計算
　した基礎サイズです。
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　　風力…基準風速；42（m/s）、地表面粗度区分；Ⅱ
計算条件のうち、一条件でも上記の値を超える（水平震度・基準風速は上記の値
を超える、地表面粗度区分はⅠとなる）場合は、各設置場所における、地震力
および風力を求めるための各数値を用いて設計してください。
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★
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通信線
電源線
燃料配管接続口
冷媒ガス管接続口
冷媒液管接続口

部　品　名

室外ユニット外形図

）mm（法寸C型式メーカー名

倉敷化工（株）

特許機器（株）

AGVJ560F1

AGWJ560F2

936（注1）

936（注1）

■GHP防振架台機種

（注1）オプション品の「基礎ボルト用ブラケット」を利用して固定する場合。
（特許機器（株）は4点固定、倉敷化工（株）は6点固定です。）

1440（注1）

1440（注1）

）mm（法寸D

室外ユニット

機器取付穴

防振架台/上部架台

防振架台/下部架台

排水溝

基礎
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10
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上

10
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上

10
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以上

製品中央 10
0以
上

10
0以
上

10
0以
上

製品中央

独立基礎

四隅で受ける坪基礎で
の設置は不可

はり基礎(横) はり基礎(縦)
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■可燃物からの距離確保（GHP室外ユニットのみ）

GHP室外ユニットはガス機器防火性能評価品として定められた可燃物からの離隔距離（下図）を確保してください。距離が

不足すると火災の原因になることがあります。室外ユニットは定期点検のために下記のサービススペースが必要となります。

室外ユニットを4台以上設置する場合や、3台以下でも周囲に壁があるなど空気の流れを妨げるおそれがある場所へ設置

する場合には、ショートサーキットを考慮のうえ、設置スペースを決定してください。

ガス機器防火性能評定品

上記の壁高さを超える場合、正面側・吸込側のスペースは上図に示す寸法に下図の h2/2、
h1/2をそれぞれ加えた寸法以上にしてください。

正面側の壁高さ…1500mm以下
吸込側の壁高さ…500mm以下
側面側の壁高さ…制限なし

2m以上

基礎

上部スペースは2m以上
とってください。

500mm
以上

700mm以上

100mm以上 100mm以上 350mm以上
100mm
以上

100mm
以上

（注1） 防雪フード取付時は1200mm以上にしてください。
（注2） 5台以上連続設置の場合、4台ごとにサービス用スペースを設けてください。

（注2）

（注1）

100mm以上

正面側

正面側

500mm
以上

300mm
以上

10mm
以上

10mm
以上

20mm
以上

20mm
以上

（注1）

（注1）

（注1） 防雪フード取付時は、防雪フードを含んだ寸法を製品外形寸法として
         サービススペースを確保してください。

2m以上

基礎

上部スペースは2m以上
とってください。

ｈ１(

５
０
０以上

ｈ２

＋

以上１
５
０
０ )

< 正面側> < 吸込側>

スペース
サービス

2
ｈ2 ( ＋ )スペース

サービス
2
ｈ1

■GHP複数台設置の場合

■サービススペース

■EHP複数台設置の場合

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

室外ユニットの正面は
下図ブランド銘板の貼り付け面です。

室外ユニット正面

可燃物からの
離隔距離
（mm）

施
工
情
報

施
工
情
報

室外ユニット据付工事施工情報

Ａ（mm） B（mm）
930 766

基礎の幅寸法および基礎ボルト位置

7
6
5

Ａ
Ｂ

7
2
9

4-15×22.5
(基礎ボルト穴)

(製
品
奥
行
)

(基
礎
寸
法
)

(基
礎
寸
法
)

6
3
1
以
下

7
6
5
以
上

(単位：mm)

＜基礎形状＞

様仕式型

K-KSV335GDB（H）

K-KSV335HDB（H）

―

減震機構付

■EHP据付基礎形状について

■EHP防振架台について
●屋上・ベランダ設置等で隣室・階下の振動が問題になる場合は、防振架台を設置してください。
　（施工の詳細については、防振架台に付属の取扱説明書を参照してください。）
●基礎は充分な強度をもち、上面に水平を出した全面基礎とするか、下駄基礎または独立基礎に施工してください。＜図１＞
●アンカーボルトは現地手配品を使用し、耐震基準に応じて埋設してください。

●振動や運転音が発生しないように、基礎強度・水平度を確認して設置してください。
●基礎は製品の基礎脚幅（67ｍｍ）以上の範囲で製品を支持するようにしてください。
　また、防振ゴムを取り付ける場合は、基礎の支持面全面に取り付けてください。
●基礎高さは床面より150mm以上にしてください。

＜図1＞

＜各部の名称＞

※

※

※

※

※
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■可燃物からの距離確保（GHP室外ユニットのみ）

GHP室外ユニットはガス機器防火性能評価品として定められた可燃物からの離隔距離（下図）を確保してください。距離が

不足すると火災の原因になることがあります。室外ユニットは定期点検のために下記のサービススペースが必要となります。

室外ユニットを4台以上設置する場合や、3台以下でも周囲に壁があるなど空気の流れを妨げるおそれがある場所へ設置

する場合には、ショートサーキットを考慮のうえ、設置スペースを決定してください。

ガス機器防火性能評定品

上記の壁高さを超える場合、正面側・吸込側のスペースは上図に示す寸法に下図の h2/2、
h1/2をそれぞれ加えた寸法以上にしてください。

正面側の壁高さ…1500mm以下
吸込側の壁高さ…500mm以下
側面側の壁高さ…制限なし

2m以上

基礎

上部スペースは2m以上
とってください。

500mm
以上

700mm以上

100mm以上 100mm以上 350mm以上
100mm
以上

100mm
以上

（注1） 防雪フード取付時は1200mm以上にしてください。
（注2） 5台以上連続設置の場合、4台ごとにサービス用スペースを設けてください。

（注2）

（注1）
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300mm
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（注1） 防雪フード取付時は、防雪フードを含んだ寸法を製品外形寸法として
         サービススペースを確保してください。
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■GHP複数台設置の場合

■サービススペース

■EHP複数台設置の場合

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。
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下図ブランド銘板の貼り付け面です。
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＜基礎形状＞

様仕式型

K-KSV335GDB（H）

K-KSV335HDB（H）

―

減震機構付

■EHP据付基礎形状について

■EHP防振架台について
●屋上・ベランダ設置等で隣室・階下の振動が問題になる場合は、防振架台を設置してください。
　（施工の詳細については、防振架台に付属の取扱説明書を参照してください。）
●基礎は充分な強度をもち、上面に水平を出した全面基礎とするか、下駄基礎または独立基礎に施工してください。＜図１＞
●アンカーボルトは現地手配品を使用し、耐震基準に応じて埋設してください。

●振動や運転音が発生しないように、基礎強度・水平度を確認して設置してください。
●基礎は製品の基礎脚幅（67ｍｍ）以上の範囲で製品を支持するようにしてください。
　また、防振ゴムを取り付ける場合は、基礎の支持面全面に取り付けてください。
●基礎高さは床面より150mm以上にしてください。

＜図1＞

＜各部の名称＞

※

※

※

※

※
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施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

冷媒R410AはR407Cに比べて圧力が高いため、配管サイズ・肉厚などが異なりますのでご注意ください。

■冷媒配管長

下記の配管工事に関する記述は、新規配管工事の場合です。
●配管総延長は520m以内（リニューアル対応機は
300m以内）としてください。

●配管相当長が100m以上の場合、主配管を液管・ガス管
ともに1サイズアップしてください。1サイズアップの場合
は、現地調達のリデューサー（異径継手）を使用してくだ
さい。

●冷媒配管は、以下の3方式より室内ユニットのレイアウトに
合わせて決定してください。できるだけ冷媒配管長が
短くまた、室内ユニットと室外ユニットの高低差をできる
限り小さくするようにしてください。

●許容配管長以内で配管してください。
●ヘッダー下流には再分岐を設けたり、280形以上の室内
ユニットを接続することはできません。

■ハイブリッド空調システム（GHP450形とEHP224形の室外ユニット2台を連結）

接続例
（室内ユニット6台接続の場合）

ライン分岐方式

X+A+B+C+D+E+f

B+C+D+E+f

室外ユニットが上設置の場合
室外ユニットが下設置の場合

50m以下
40m以下
5m以下

許容
配管長

許容
高低差

最遠配管長相当長/実長（L）
連結キットまでの配管長（X,Y）
第一分岐以降の最遠配管長（ℓ）
第一分岐以降の配管長差（ℓ－a）（注1）

室外ユニット̶室内ユニット間高低差（H1）

室外ユニット̶室外ユニット間高低差（H2）
室内ユニット̶室内ユニット間高低差（h）

室内
ユニット1

第一分岐

室内
ユニット2

a B
H1

H2

h

b

室内
ユニット3

C

L

c

室内
ユニット4

D d

室内
ユニット5

室内ユニット6

E e f

GHP室外ユニット

X A

Y

連結キット

接続例
（室内ユニット6台接続の場合）

ヘッダー分岐方式

室外ユニットが上設置の場合
室外ユニットが下設置の場合

50m以下
40m以下
5m以下

許容
配管長

許容
高低差

最遠配管長相当長/実長（L）
連結キットまでの配管長（X,Y）
第一分岐以降の最遠配管長（ℓ）
第一分岐以降の配管長差（ℓ－a）（注1）

室外ユニット̶室内ユニット間高低差（H1）

室外ユニット̶室外ユニット間高低差（H2）
室内ユニット̶室内ユニット間高低差（h）

H1

室内
ユニット1

室内
ユニット2

a

h

b

室内
ユニット3

L

c

室内
ユニット4

d

室内
ユニット5

室内ユニット6

e f

H2

GHP室外ユニット

X

Y

A

X+A+f

f

接続例
（室内ユニット6台接続の場合）

ライン・ヘッダー複合分岐方式

X+A+B+C+f

B+C+f

室外ユニットが上設置の場合
室外ユニットが下設置の場合

50m以下
40m以下
5m以下

許容
配管長

最遠配管長相当長/実長（L）
連結キットまでの配管長（X,Y）
第一分岐以降の最遠配管長（ℓ）
第一分岐以降の配管長差（ℓ－a）（注1）

許容
高低差

室外ユニット̶室内ユニット間高低差（H1）

室外ユニット̶室外ユニット間高低差（H2）
室内ユニット̶室内ユニット間高低差（h）

連結キット

H1

室内
ユニット1

室内
ユニット2h

室内
ユニット3

L

c

室内
ユニット4

d

室内
ユニット5

室内ユニット6

e f第一分岐
a B Cb

H2

GHP室外ユニット

X A

Y

連結キット

※室内外ユニットに高低差がある場合は、
　高低差最大10ｍごとにガス管に必ず
　小さなトラップを設けてください。

※室内外ユニットに高低差がある場合は、
　高低差最大10ｍごとにガス管に必ず
　小さなトラップを設けてください。

※室内外ユニットに高低差がある場合は、
　高低差最大10ｍごとにガス管に必ず
　小さなトラップを設けてください。

（注1）a:第一分岐後、最短配管長の場合

35－　　　m以下ただし0m以上15m以下（ℓーa）
2

35－　　　m以下ただし0m以上15m以下（ℓーa）
2

35－　　　m以下ただし0m以上15m以下（ℓーa）
2

EHP
室外ユニット

EHP
室外ユニット

EHP
室外ユニット

施
工
情
報

施
工
情
報

室外ユニットのサービススペース施工情報

■GHPとEHPが混在する複数台設置の場合

■着火源となりうる電気製品からの距離確保（GHP室外ユニットのみ）

■室外ユニットの正面を
　合わせない場合

EHP室外ユニット
背面

■室外ユニットの正面を
　合わせる場合

●側面・背面の方向へ取り出す場合は、下面取り出しとなるため置台（オプション品）が必要となります。

EHP室外ユニット
正面取り出し

EHP室外ユニット
側面取り出し
（下面取り出し）

EHP室外ユニット
背面取り出し

（下面取り出し）

GHP EHP

正面側 正面側

EHP GHP

正面側正面側

GHP EHP

正面側 正面側

GHP EHP

正面側 背面側

●GHP室外ユニットとEHP室外ユニット

では、奥行きのアンカーボルトピッチ

寸法が異なるため、設置時には、各室外

ユニットの基礎形状をご確認ください。

●GHP室外ユニットとEHP室外ユニットでは、冷媒配管取り出し方向が異なります。

　点検・メンテナンス作業等を考慮して、設置してください。

●LPガス容器近くに着火源となりうる電気製品を設置する際は、2mを越える保安距離を確保する。ただし、貯蔵量によって

保安距離が異なるため、詳細は日本液化石油ガス協議会HPを参照してください。距離が不足すると火災の原因になり

ます。

●エアコンの室外機を含め、着火源となるかどうかは、LPガス販売店または各自治体にご確認ください。

■冷媒配管の接続時の注意事項

（注1）

（注2）

（注3）

GHP室外ユニットに防雪フードを取り付ける時は
1200mm以上にしてください。
EHP室外ユニットに防雪フードを取り付ける
時は、防雪フードを含んだ寸法を製品外形寸法と
して所要スペースを確保してください。
5台以上連続設置の場合、4台ごとにサービス用
スペースを設けてください。

500mm
以上

700mm
以上 （注1）（注2）

700mm
以上 

100mm
以上

100mm
以上

100mm
以上

350mm
以上

100mm
以上

正面側 正面側

（注3）

（注1）（注2） 

100mm
以上

10mm
以上
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施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

冷媒R410AはR407Cに比べて圧力が高いため、配管サイズ・肉厚などが異なりますのでご注意ください。

■冷媒配管長

下記の配管工事に関する記述は、新規配管工事の場合です。
●配管総延長は520m以内（リニューアル対応機は
300m以内）としてください。

●配管相当長が100m以上の場合、主配管を液管・ガス管
ともに1サイズアップしてください。1サイズアップの場合
は、現地調達のリデューサー（異径継手）を使用してくだ
さい。

●冷媒配管は、以下の3方式より室内ユニットのレイアウトに
合わせて決定してください。できるだけ冷媒配管長が
短くまた、室内ユニットと室外ユニットの高低差をできる
限り小さくするようにしてください。

●許容配管長以内で配管してください。
●ヘッダー下流には再分岐を設けたり、280形以上の室内
ユニットを接続することはできません。

■ハイブリッド空調システム（GHP450形とEHP224形の室外ユニット2台を連結）

接続例
（室内ユニット6台接続の場合）

ライン分岐方式

X+A+B+C+D+E+f

B+C+D+E+f

室外ユニットが上設置の場合
室外ユニットが下設置の場合

50m以下
40m以下
5m以下

許容
配管長

許容
高低差

最遠配管長相当長/実長（L）
連結キットまでの配管長（X,Y）
第一分岐以降の最遠配管長（ℓ）
第一分岐以降の配管長差（ℓ－a）（注1）

室外ユニット̶室内ユニット間高低差（H1）

室外ユニット̶室外ユニット間高低差（H2）
室内ユニット̶室内ユニット間高低差（h）

室内
ユニット1

第一分岐

室内
ユニット2

a B
H1

H2

h

b

室内
ユニット3

C

L

c

室内
ユニット4

D d

室内
ユニット5

室内ユニット6

E e f

GHP室外ユニット

X A

Y

連結キット

接続例
（室内ユニット6台接続の場合）

ヘッダー分岐方式

室外ユニットが上設置の場合
室外ユニットが下設置の場合

50m以下
40m以下
5m以下

許容
配管長

許容
高低差

最遠配管長相当長/実長（L）
連結キットまでの配管長（X,Y）
第一分岐以降の最遠配管長（ℓ）
第一分岐以降の配管長差（ℓ－a）（注1）

室外ユニット̶室内ユニット間高低差（H1）

室外ユニット̶室外ユニット間高低差（H2）
室内ユニット̶室内ユニット間高低差（h）

H1

室内
ユニット1

室内
ユニット2

a

h

b

室内
ユニット3

L

c

室内
ユニット4

d

室内
ユニット5

室内ユニット6

e f

H2

GHP室外ユニット

X

Y

A

X+A+f

f

接続例
（室内ユニット6台接続の場合）

ライン・ヘッダー複合分岐方式

X+A+B+C+f

B+C+f

室外ユニットが上設置の場合
室外ユニットが下設置の場合

50m以下
40m以下
5m以下

許容
配管長

最遠配管長相当長/実長（L）
連結キットまでの配管長（X,Y）
第一分岐以降の最遠配管長（ℓ）
第一分岐以降の配管長差（ℓ－a）（注1）

許容
高低差

室外ユニット̶室内ユニット間高低差（H1）

室外ユニット̶室外ユニット間高低差（H2）
室内ユニット̶室内ユニット間高低差（h）

連結キット

H1

室内
ユニット1

室内
ユニット2h

室内
ユニット3

L

c

室内
ユニット4

d

室内
ユニット5

室内ユニット6

e f第一分岐
a B Cb

H2

GHP室外ユニット

X A

Y

連結キット

※室内外ユニットに高低差がある場合は、
　高低差最大10ｍごとにガス管に必ず
　小さなトラップを設けてください。

※室内外ユニットに高低差がある場合は、
　高低差最大10ｍごとにガス管に必ず
　小さなトラップを設けてください。

※室内外ユニットに高低差がある場合は、
　高低差最大10ｍごとにガス管に必ず
　小さなトラップを設けてください。

（注1）a:第一分岐後、最短配管長の場合

35－　　　m以下ただし0m以上15m以下（ℓーa）
2

35－　　　m以下ただし0m以上15m以下（ℓーa）
2

35－　　　m以下ただし0m以上15m以下（ℓーa）
2

EHP
室外ユニット

EHP
室外ユニット

EHP
室外ユニット

施
工
情
報

施
工
情
報

室外ユニットのサービススペース施工情報

■GHPとEHPが混在する複数台設置の場合

■着火源となりうる電気製品からの距離確保（GHP室外ユニットのみ）

■室外ユニットの正面を
　合わせない場合

EHP室外ユニット
背面

■室外ユニットの正面を
　合わせる場合

●側面・背面の方向へ取り出す場合は、下面取り出しとなるため置台（オプション品）が必要となります。

EHP室外ユニット
正面取り出し

EHP室外ユニット
側面取り出し
（下面取り出し）

EHP室外ユニット
背面取り出し

（下面取り出し）

GHP EHP

正面側 正面側

EHP GHP

正面側正面側

GHP EHP

正面側 正面側

GHP EHP

正面側 背面側

●GHP室外ユニットとEHP室外ユニット

では、奥行きのアンカーボルトピッチ

寸法が異なるため、設置時には、各室外

ユニットの基礎形状をご確認ください。

●GHP室外ユニットとEHP室外ユニットでは、冷媒配管取り出し方向が異なります。

　点検・メンテナンス作業等を考慮して、設置してください。

●LPガス容器近くに着火源となりうる電気製品を設置する際は、2mを越える保安距離を確保する。ただし、貯蔵量によって

保安距離が異なるため、詳細は日本液化石油ガス協議会HPを参照してください。距離が不足すると火災の原因になり

ます。

●エアコンの室外機を含め、着火源となるかどうかは、LPガス販売店または各自治体にご確認ください。

■冷媒配管の接続時の注意事項

（注1）

（注2）

（注3）

GHP室外ユニットに防雪フードを取り付ける時は
1200mm以上にしてください。
EHP室外ユニットに防雪フードを取り付ける
時は、防雪フードを含んだ寸法を製品外形寸法と
して所要スペースを確保してください。
5台以上連続設置の場合、4台ごとにサービス用
スペースを設けてください。

500mm
以上

700mm
以上 （注1）（注2）

700mm
以上 

100mm
以上

100mm
以上

100mm
以上

350mm
以上

100mm
以上

正面側 正面側

（注3）

（注1）（注2） 

100mm
以上

10mm
以上
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■冷媒配管サイズ選定　※リニューアル（既設配管再利用）時の再利用可能な配管サイズについては当社営業所までお問い合わせください。

■冷凍機油
●ハイブリッド空調システムＧＨＰ室外ユニット、EHP室外ユニットと
もに冷凍機油FVC68Dを使用しています。通常のＧＨＰ室外
ユニットの冷凍機油の種類とは異なります。
●冷凍機油は、空気にさらされると吸湿します。
　サービス対応などで冷凍機油の充填が必要な場合、次の事項に
注意してください。

　・充填作業はできるだけ短時間で実施してください。
　・開栓は、ご使用の直前にしてください。
　・ご使用後の残油は、廃棄してください。
　・充填作業途中で一時保管するときは、補給缶のフタを固く締め 
　てください。

■冷媒の補充　※リニューアル（既設配管再利用）時、冷媒補充量が60.3kgを越える場合は配管再利用不可となります。

●冷媒の補充量
　冷媒配管（液管サイズごと）の長さにより冷媒補充量を算出し、冷媒を追加してください。冷媒量が正確でないと性能低下
や故障の原因になることがあります。

補充量（kg）=〔ℓ1×0.353〕＋〔ℓ2×0.250〕＋〔ℓ3×0.170〕＋〔ℓ4×0.110〕＋〔ℓ5×0.054〕＋〔ℓ6×0.022〕＋α（注1）
　　　　　　ℓ1：液管φ22.2の合計の長さ（m）　　ℓ4：液管φ12.7の合計の長さ（m）
　　　　　　ℓ2：液管φ19.1の合計の長さ（m）　　ℓ5：液管φ9.5の合計の長さ（m）
　　　　　　ℓ3：液管φ15.9の合計の長さ（m）　　ℓ6：液管φ6.4の合計の長さ（m）

（注1）αの値は下表をご参照ください。

※分岐以降の配管サイズが主配管サイズを超えないようにしてください。室外ユニットと室内ユニットの1対1接続で

配管サイズが異なる場合、下記の主配管サイズで施工してください。

　（室内ユニット側に異径管をつけて調整）

最遠配管相当長が100mを超える場合、配管サイズ（主配管）を1サイズアップしてください。（下表を参照）1サイズ
アップの場合は、現地調達のリデューサー（異径継手）を使用してください。

冷媒（R410A）仕様は、不純物（水分・異物）による影響が大きく、

厳しい管理が必要です。

機器故障を防止するため、施工説明書の注意事項を厳守のうえ、

施工を実施してください。

配管サイズ
φ6.4
φ9.5
φ12.7
φ15.9
φ19.1
φ22.2
φ25.4
φ28.6
φ31.8

肉　厚
0.8
0.8
0.8
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.1

銅管材質
O材またはOL材
O材またはOL材
O材またはOL材
O材またはOL材
1/2H材またはH材
1/2H材またはH材
1/2H材またはH材
1/2H材またはH材
1/2H材またはH材

R410A

φ19.1以上はC1220T-1/2H材またはH材を使用してください。
φ19.1の配管に限り肉厚が1.20mm以上ある場合、O材を使用可。

■配管サイズと肉厚（mm）

■配管サイズの選定

同一冷媒系統に接続されている
室内ユニット接続合計台数

1台

α

2台以上
4.5
6.2

要件 液管

室外ユニット～連結キット
φ15.9
φ9.5

主配管（連結キット～第一分岐）

分岐～分岐 φ12.7
φ15.9
φ19.1

分岐～室内ユニット

φ6.4

φ9.5

φ12.7

φ15.9

GHP室外ユニット側
EHP室外ユニット側

最遠配管長（相当長）が100mを超える場合

下流の室内ユニット合計容量

室内ユニット容量

22.4kW未満
22.4以上33.0kW未満
33.0以上47.0kW未満
47.0以上71.0kW未満
71.0以上87.6kW以下
22～56形
71～160形
224形
280形
355形
450形
560形
775形 φ19.1

ガス管
φ28.6
φ19.1
φ28.6
φ31.8
φ15.9

φ28.6

φ31.8
φ12.7
φ15.9
φ19.1
φ22.2

φ28.6

φ31.8

φ22.2
φ9.5

φ15.9
φ19.1

施
工
情
報

施
工
情
報

■水分インジケーターの確認作業は必ず室外ユニット納入時（施工前）と、施工終了時に以下の
確認方法で実施してください。

お願い !

水分インジケーター

ストレーナー

フィルタ
ドライヤー

閉鎖弁

ガス管 液管

外付フィルタドライヤー
（例 ： 取り付けが必要な場合の取り付け位置）
※振動の影響を受けない場所に取り付けてください。

【確認方法】
●閉鎖弁の上部にあるストレーナー、フィルタドライヤーの間にある水分インジケーターの中央にある表示部の色を確認
してください。また試運転時1時間以上運転を行い、水分インジケーターの表示部の色を確認してください。
　緑色（ＤＲＹ）の場合・・・・正常
　黄色（ＷＥＴ）の場合・・・・冷媒配管中に水分が混入しており機器故障につながるので、以下の対応方法で水分除去作業の
　　　　　　　　　　実施を推奨します。

●室外ユニット納入時（施工前）に黄色（WET）を確認した場合は当社営業窓口へお問い合わせください。

【対応方法】
①冷媒を全量回収してください。
②正しく真空引き作業 施工説明書にある「■真空引き作業（冷媒配管内部の空気、または窒素ガスの排除）」を実施し、新規
に冷媒を充填を行ない、再度水分インジケーターの表示部の色を確認してください。
③１時間以上運転を行い、水分インジケーターが緑色(DRY)であることを確認してください。ただし、②の真空引き作業時に
真空度が到達しない場合は、オプション品の外付フィルタドライヤーをお買い上げいただき、液管側に取り付けてください。

　

■水分インジケーターの色を必ず確認し、表示部の色が緑色であることを確認してください。
　※水分インジケーターが黄色（ＷＥＴ）の場合、機器の不具合につながるおそれがあります。
■施工配管の真空引き作業は施工説明書にある「■真空引き作業（冷媒配管内部の空気、または窒素ガスの排除）」の
　作業要領にしたがい、真空ゲージを使用し正しく作業を実施してください。

注　意

■水分インジケーターの確認（GHP室外ユニットリニューアル対応機のみ）

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

■各部の名称

（拡大図）
表示部

水分インジケーター

外付フィルタドライヤー（ろう付けタイプ） AGFDA560F1 18,000円

品　名 型　式 メーカー希望小売価格

AGFDB560F1 15,000円外付フィルタドライヤー（フレアナットタイプ）

※掲載の価格には消費税は含まれておりません。
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■冷媒配管サイズ選定　※リニューアル（既設配管再利用）時の再利用可能な配管サイズについては当社営業所までお問い合わせください。

■冷凍機油
●ハイブリッド空調システムＧＨＰ室外ユニット、EHP室外ユニットと
もに冷凍機油FVC68Dを使用しています。通常のＧＨＰ室外
ユニットの冷凍機油の種類とは異なります。
●冷凍機油は、空気にさらされると吸湿します。
　サービス対応などで冷凍機油の充填が必要な場合、次の事項に
注意してください。

　・充填作業はできるだけ短時間で実施してください。
　・開栓は、ご使用の直前にしてください。
　・ご使用後の残油は、廃棄してください。
　・充填作業途中で一時保管するときは、補給缶のフタを固く締め 
　てください。

■冷媒の補充　※リニューアル（既設配管再利用）時、冷媒補充量が60.3kgを越える場合は配管再利用不可となります。

●冷媒の補充量
　冷媒配管（液管サイズごと）の長さにより冷媒補充量を算出し、冷媒を追加してください。冷媒量が正確でないと性能低下
や故障の原因になることがあります。

補充量（kg）=〔ℓ1×0.353〕＋〔ℓ2×0.250〕＋〔ℓ3×0.170〕＋〔ℓ4×0.110〕＋〔ℓ5×0.054〕＋〔ℓ6×0.022〕＋α（注1）
　　　　　　ℓ1：液管φ22.2の合計の長さ（m）　　ℓ4：液管φ12.7の合計の長さ（m）
　　　　　　ℓ2：液管φ19.1の合計の長さ（m）　　ℓ5：液管φ9.5の合計の長さ（m）
　　　　　　ℓ3：液管φ15.9の合計の長さ（m）　　ℓ6：液管φ6.4の合計の長さ（m）

（注1）αの値は下表をご参照ください。

※分岐以降の配管サイズが主配管サイズを超えないようにしてください。室外ユニットと室内ユニットの1対1接続で

配管サイズが異なる場合、下記の主配管サイズで施工してください。

　（室内ユニット側に異径管をつけて調整）

最遠配管相当長が100mを超える場合、配管サイズ（主配管）を1サイズアップしてください。（下表を参照）1サイズ
アップの場合は、現地調達のリデューサー（異径継手）を使用してください。

冷媒（R410A）仕様は、不純物（水分・異物）による影響が大きく、

厳しい管理が必要です。

機器故障を防止するため、施工説明書の注意事項を厳守のうえ、

施工を実施してください。

配管サイズ
φ6.4
φ9.5
φ12.7
φ15.9
φ19.1
φ22.2
φ25.4
φ28.6
φ31.8

肉　厚
0.8
0.8
0.8
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.1

銅管材質
O材またはOL材
O材またはOL材
O材またはOL材
O材またはOL材
1/2H材またはH材
1/2H材またはH材
1/2H材またはH材
1/2H材またはH材
1/2H材またはH材

R410A

φ19.1以上はC1220T-1/2H材またはH材を使用してください。
φ19.1の配管に限り肉厚が1.20mm以上ある場合、O材を使用可。

■配管サイズと肉厚（mm）

■配管サイズの選定

同一冷媒系統に接続されている
室内ユニット接続合計台数

1台

α

2台以上
4.5
6.2

要件 液管

室外ユニット～連結キット
φ15.9
φ9.5

主配管（連結キット～第一分岐）

分岐～分岐 φ12.7
φ15.9
φ19.1

分岐～室内ユニット

φ6.4

φ9.5

φ12.7

φ15.9

GHP室外ユニット側
EHP室外ユニット側

最遠配管長（相当長）が100mを超える場合

下流の室内ユニット合計容量

室内ユニット容量

22.4kW未満
22.4以上33.0kW未満
33.0以上47.0kW未満
47.0以上71.0kW未満
71.0以上87.6kW以下
22～56形
71～160形
224形
280形
355形
450形
560形
775形 φ19.1

ガス管
φ28.6
φ19.1
φ28.6
φ31.8
φ15.9

φ28.6

φ31.8
φ12.7
φ15.9
φ19.1
φ22.2

φ28.6

φ31.8

φ22.2
φ9.5

φ15.9
φ19.1
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■水分インジケーターの確認作業は必ず室外ユニット納入時（施工前）と、施工終了時に以下の
確認方法で実施してください。

お願い !

水分インジケーター

ストレーナー

フィルタ
ドライヤー

閉鎖弁

ガス管 液管

外付フィルタドライヤー
（例 ： 取り付けが必要な場合の取り付け位置）
※振動の影響を受けない場所に取り付けてください。

【確認方法】
●閉鎖弁の上部にあるストレーナー、フィルタドライヤーの間にある水分インジケーターの中央にある表示部の色を確認
してください。また試運転時1時間以上運転を行い、水分インジケーターの表示部の色を確認してください。
　緑色（ＤＲＹ）の場合・・・・正常
　黄色（ＷＥＴ）の場合・・・・冷媒配管中に水分が混入しており機器故障につながるので、以下の対応方法で水分除去作業の
　　　　　　　　　　実施を推奨します。

●室外ユニット納入時（施工前）に黄色（WET）を確認した場合は当社営業窓口へお問い合わせください。

【対応方法】
①冷媒を全量回収してください。
②正しく真空引き作業 施工説明書にある「■真空引き作業（冷媒配管内部の空気、または窒素ガスの排除）」を実施し、新規
に冷媒を充填を行ない、再度水分インジケーターの表示部の色を確認してください。
③１時間以上運転を行い、水分インジケーターが緑色(DRY)であることを確認してください。ただし、②の真空引き作業時に
真空度が到達しない場合は、オプション品の外付フィルタドライヤーをお買い上げいただき、液管側に取り付けてください。

　

■水分インジケーターの色を必ず確認し、表示部の色が緑色であることを確認してください。
　※水分インジケーターが黄色（ＷＥＴ）の場合、機器の不具合につながるおそれがあります。
■施工配管の真空引き作業は施工説明書にある「■真空引き作業（冷媒配管内部の空気、または窒素ガスの排除）」の
　作業要領にしたがい、真空ゲージを使用し正しく作業を実施してください。

注　意

■水分インジケーターの確認（GHP室外ユニットリニューアル対応機のみ）

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

■各部の名称

（拡大図）
表示部

水分インジケーター

外付フィルタドライヤー（ろう付けタイプ） AGFDA560F1 18,000円

品　名 型　式 メーカー希望小売価格

AGFDB560F1 15,000円外付フィルタドライヤー（フレアナットタイプ）

※掲載の価格には消費税は含まれておりません。
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■配管の取出方向（EHP室外ユニットのみ）■ハイブリッド空調システム設置時の注意事項

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

●室外ユニット間冷媒配管に、冷凍
機油がたまり込まないよう、冷媒
液・ガス管ともに水平もしくは上り
勾配となるよう、冷媒配管を設置
してください。
●GHP室外ユニットとEHP室外
ユニットの設置位置は入れ換えて
設置した場合も同様です。

●停止機側に冷凍機油がたまり込むおそれがあるため、
下図Ａまたは、Ｂのように閉鎖弁と室外ユニット間冷媒
配管を接続してください。

●連結キットの分岐前直管部は660mm
以上設けてください。

●連結キットから室外ユニット間の配管長が2m以上となる場合は、連結キットから2m以内の位置に冷媒ガス管のみ
200mm以上の立ち上がりを設けてください。

●連結キットはガス、液ともに必ず“水平”に設置してください。

■冷媒漏れに対する注意事項
室外ユニットに使用している冷媒（R410A）は、それ自体
は無毒・不燃性ですが、万一室内に漏れた場合、その濃度
が許容値を超えるような小部屋では、窒息などの危険が
あり、許容値を超えない対策が必要です。
社団法人日本冷凍空調工業会では、「マルチ形パッケージ
エアコンの冷媒漏えい時の安全確保のための施設ガイド
ライン」（JRA GL-13:2012）の中で冷媒の限界濃度を
定めています。
地下の最下層以外の場合、限界濃度は、システムに充填さ
れた全冷媒量/居室容積≦0.42kg/m3（R410A機種）
と、決められています。
この条件を満足しない場合は、冷媒漏えいに対する対策（警
報、換気、安全遮断弁）のうち、2つを設置するか、システ
ムの見直しが必要となります。ただし、地下の最下層の場
合や冷媒の種類によっては、限界濃度や対策処置の必要
数が異なります。詳細はJRA GL-13をご覧になるか、当社
営業所までお問い合わせください。

■冷媒（R410A）の限界濃度
【システムに充填された全冷媒量/居室容積≦0.42kg/m3】
（地下の最下層階以外の場合）

当板

ガス閉鎖弁

閉鎖弁取付板
液閉鎖弁

必ず指示通り
行ってください

警　告！ 死亡または重傷になるおそれがあります。

■万一室内に冷媒ガスが漏れても、その濃度が許容値を超えない対策をしてください。
　万一狭い室内に冷媒ガスが漏れて限界濃度を超えると、酸欠事故の原因になります。
　　　　　システムに充填された全冷媒量（kg）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ≦ 限界濃度（kg/m3）
　　　　　　　　　居室容積（m

3）
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マルチ形パッケージエアコンシステムの全冷媒充填量（kg）

漏えい冷媒に対する対策が必要

限界濃度

種類 CO2換算値（トン）出荷時充填量（kg） ※室外ユニット1台あたり

冷媒
室外ユニット

GHP450形 R410A
地球温暖化係数（GWP）

2090

11.5 24.0

EHP224形 6.3 13.2

垂　直

水　平

パターン１ パターン2

上り勾配水  平

下り勾配

禁止パターン

パターン１または２に変更してください。

＜分岐後トラップ禁止＞＜下り勾配禁止＞

★配管に冷凍機油がたまり込む

トラップ

禁止パターン

★配管に冷凍機油がたまり込む

Ａ Ｂ
冷凍機油が
たまり込むおそれあり

床面 床面床面

床面 床面

室外ユニットに高低差がある場合

禁止パターン

★停止した室外ユニットに
　冷凍機油がたまり込むため
 　パターン１または２に変更
　してください。

★停止時、EHP室外ユニットに冷凍機油がたまり込むため

右図のよう
に変更して
ください。

２ｍ未満の場合 ２ｍ以上の場合

室内ユニットへ

室外ユニット間冷媒配管

GHP室外ユニット EHP室外ユニット GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ

室外ユニット間冷媒配管 室外ユニット間冷媒配管
室内ユニットへ

室内ユニットへ
室外ユニット間冷媒配管

室内ユニットへ

GHP室外ユニット EHP室外ユニット GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ

室内ユニットへ 660ｍｍ以上 室外ユニット間冷媒ガス配管

GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ
２ｍ以内

室外ユニット間冷媒ガス配管

GHP室外ユニット EHP室外ユニット GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ
２ｍ以内

２ｍ以上
室外ユニット間冷媒ガス配管

立ち上り
200ｍｍ以上

GHP室外ユニット EHP室外ユニット GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ

GHP室外ユニット

EHP室外ユニット

GHP室外ユニット

EHP室外ユニット

室内ユニットへ

GHP室外ユニット

EHP室外ユニット

分岐後直後の水平部分に
ガス管のみ200mm以上
の立ち上がりを設ける。

２ｍ以内
室内ユニットへ

●現地連絡配管は右図のようにユニットの正面・背面（下
面取り出し）・左右側面（下面取り出し）の方向に取り出し
可能です。下面取り出しの場合は、置台（オプション品）
が必要となります。スペースを確保してから底フレーム
にあるノック穴を使用してください。
●圧力計キット（オプション品）を取り付ける場合は、圧力
計キット用ノック穴の正面スペースを275mm以上
確保して、現地連絡配線を施工してください。圧力計
キットの計器が見えない場合があります。
●ロウ付け作業は、必ず濡れウエスなどで閉鎖弁本体を
はさみ、冷却しながら作業を行ってください。
●閉鎖弁近傍でのロウ付け作業は、閉鎖弁取付板にバー
ナーの炎が当たらないよう当板などで養生して作業を
行ってください。(右図参照）

施
工
情
報

施
工
情
報●出荷時室外ユニットには下記に示す冷媒がすでに充填

されていますので、全冷媒充填量を算出する場合は、
現地追加充填量を加算してください。

■冷媒漏れチェックは確実に行ってください。
　冷媒は不燃性、非毒性、無臭性の冷媒（フルオロカーボン）を使用していますが、万一フルオロ
カーボンが漏れて火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。また、フルオロカーボンは
空気より比重が大きいため、床面付近を覆い、酸素欠乏原因になります。

右側面
取り出し

左側面取り出し

正面取り出し

圧力計キット用
ノック穴

配管取出口

背面取り出し
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■配管の取出方向（EHP室外ユニットのみ）■ハイブリッド空調システム設置時の注意事項

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

●室外ユニット間冷媒配管に、冷凍
機油がたまり込まないよう、冷媒
液・ガス管ともに水平もしくは上り
勾配となるよう、冷媒配管を設置
してください。
●GHP室外ユニットとEHP室外
ユニットの設置位置は入れ換えて
設置した場合も同様です。

●停止機側に冷凍機油がたまり込むおそれがあるため、
下図Ａまたは、Ｂのように閉鎖弁と室外ユニット間冷媒
配管を接続してください。

●連結キットの分岐前直管部は660mm
以上設けてください。

●連結キットから室外ユニット間の配管長が2m以上となる場合は、連結キットから2m以内の位置に冷媒ガス管のみ
200mm以上の立ち上がりを設けてください。

●連結キットはガス、液ともに必ず“水平”に設置してください。

■冷媒漏れに対する注意事項
室外ユニットに使用している冷媒（R410A）は、それ自体
は無毒・不燃性ですが、万一室内に漏れた場合、その濃度
が許容値を超えるような小部屋では、窒息などの危険が
あり、許容値を超えない対策が必要です。
社団法人日本冷凍空調工業会では、「マルチ形パッケージ
エアコンの冷媒漏えい時の安全確保のための施設ガイド
ライン」（JRA GL-13:2012）の中で冷媒の限界濃度を
定めています。
地下の最下層以外の場合、限界濃度は、システムに充填さ
れた全冷媒量/居室容積≦0.42kg/m3（R410A機種）
と、決められています。
この条件を満足しない場合は、冷媒漏えいに対する対策（警
報、換気、安全遮断弁）のうち、2つを設置するか、システ
ムの見直しが必要となります。ただし、地下の最下層の場
合や冷媒の種類によっては、限界濃度や対策処置の必要
数が異なります。詳細はJRA GL-13をご覧になるか、当社
営業所までお問い合わせください。

■冷媒（R410A）の限界濃度
【システムに充填された全冷媒量/居室容積≦0.42kg/m3】
（地下の最下層階以外の場合）

当板

ガス閉鎖弁

閉鎖弁取付板
液閉鎖弁

必ず指示通り
行ってください

警　告！ 死亡または重傷になるおそれがあります。

■万一室内に冷媒ガスが漏れても、その濃度が許容値を超えない対策をしてください。
　万一狭い室内に冷媒ガスが漏れて限界濃度を超えると、酸欠事故の原因になります。
　　　　　システムに充填された全冷媒量（kg）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ≦ 限界濃度（kg/m3）
　　　　　　　　　居室容積（m

3）
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種類 CO2換算値（トン）出荷時充填量（kg） ※室外ユニット1台あたり

冷媒
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GHP450形 R410A
地球温暖化係数（GWP）

2090

11.5 24.0

EHP224形 6.3 13.2
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パターン１または２に変更してください。

＜分岐後トラップ禁止＞＜下り勾配禁止＞

★配管に冷凍機油がたまり込む
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禁止パターン

★配管に冷凍機油がたまり込む

Ａ Ｂ
冷凍機油が
たまり込むおそれあり

床面 床面床面

床面 床面

室外ユニットに高低差がある場合

禁止パターン

★停止した室外ユニットに
　冷凍機油がたまり込むため
 　パターン１または２に変更
　してください。

★停止時、EHP室外ユニットに冷凍機油がたまり込むため

右図のよう
に変更して
ください。

２ｍ未満の場合 ２ｍ以上の場合

室内ユニットへ

室外ユニット間冷媒配管

GHP室外ユニット EHP室外ユニット GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ

室外ユニット間冷媒配管 室外ユニット間冷媒配管
室内ユニットへ

室内ユニットへ
室外ユニット間冷媒配管

室内ユニットへ

GHP室外ユニット EHP室外ユニット GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ

室内ユニットへ 660ｍｍ以上 室外ユニット間冷媒ガス配管

GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ
２ｍ以内

室外ユニット間冷媒ガス配管

GHP室外ユニット EHP室外ユニット GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ
２ｍ以内

２ｍ以上
室外ユニット間冷媒ガス配管

立ち上り
200ｍｍ以上

GHP室外ユニット EHP室外ユニット GHP室外ユニット EHP室外ユニット

室内ユニットへ

GHP室外ユニット

EHP室外ユニット

GHP室外ユニット

EHP室外ユニット

室内ユニットへ

GHP室外ユニット

EHP室外ユニット

分岐後直後の水平部分に
ガス管のみ200mm以上
の立ち上がりを設ける。

２ｍ以内
室内ユニットへ

●現地連絡配管は右図のようにユニットの正面・背面（下
面取り出し）・左右側面（下面取り出し）の方向に取り出し
可能です。下面取り出しの場合は、置台（オプション品）
が必要となります。スペースを確保してから底フレーム
にあるノック穴を使用してください。
●圧力計キット（オプション品）を取り付ける場合は、圧力
計キット用ノック穴の正面スペースを275mm以上
確保して、現地連絡配線を施工してください。圧力計
キットの計器が見えない場合があります。
●ロウ付け作業は、必ず濡れウエスなどで閉鎖弁本体を
はさみ、冷却しながら作業を行ってください。
●閉鎖弁近傍でのロウ付け作業は、閉鎖弁取付板にバー
ナーの炎が当たらないよう当板などで養生して作業を
行ってください。(右図参照）

施
工
情
報

施
工
情
報●出荷時室外ユニットには下記に示す冷媒がすでに充填

されていますので、全冷媒充填量を算出する場合は、
現地追加充填量を加算してください。

■冷媒漏れチェックは確実に行ってください。
　冷媒は不燃性、非毒性、無臭性の冷媒（フルオロカーボン）を使用していますが、万一フルオロ
カーボンが漏れて火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。また、フルオロカーボンは
空気より比重が大きいため、床面付近を覆い、酸素欠乏原因になります。

右側面
取り出し

左側面取り出し

正面取り出し

圧力計キット用
ノック穴

配管取出口

背面取り出し



使用可能温度範囲施工情報

■電源配線の仕様、サイズの選定は、「電気設備に関する技術基準」、「内線規定」に従う。
　電源線に不備があると発熱・ショート・火災の原因になります。

警　告！

必ず指示通り
行ってください

死亡または重傷になるおそれがあります。
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■電源配線（GHP・EHP室外ユニット共通）

■室内・外連絡配線、室外・外連絡配線、外マルチ連絡配線（GHP・EHP室外ユニット共通）

●GHP室外ユニットの電源配線として使用する電線は、JIS C 3342［600V ビニル絶縁ビニルシースケーブル平形2芯または3芯（VVF）］に
規定するもの、またはこれと同等以上のものを使用してください。EHP室外ユニットの電源配線として使用する電線は、JIS C 3605 ［600V
架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル（CV）］に規定するもの、またはこれと同等以上のものを使用してください。
●室外ユニットは必ずD種接地工事を行ってください。アース線はΦ2.0mm以上のものを使用し所定のアースねじに固定してください。
●電源配線は、M4 用圧着端子を使用して電源端子台に接続してください。
●電源配線の太さは下表に従って選定してください。

●上表は内線規定に従っています。上表の電源配線最大こう長は、電圧降下2％のときの値を示します。配線こう長が上表の値を超える場合は、
配線太さを見直してください。
●上表に従い、GHP室外ユニット、EHP室外ユニットそれぞれ設定された容量の過電流遮断器および、漏電遮断器を設置し配線してください。
●室内ユニットの電源配線は、専用の分岐回路から取ってください。各据付説明書内の電源配線最大こう長は、電圧降下2％のときの値を示します。
配線こう長が規定の値を超える場合は配線太さを見直してください。
●電気工事は、電気工事士の資格のある方が「電気事業法」・「電気設備に関する技術基準」および「内線規定JEAC8001（最新のもの）」に
従って施工し、必ず専用回路を使用してください。
●室内ユニットに接続する電源配線、過電流遮断器、漏電遮断器、および配線要領などは各室内ユニットの『据付説明書』に従って行ってください。

●電線の太さは0.75mm2～1.25mm2を使用してください。
●室内・室外、室外・室外間連絡配線の合計長さは、最遠長：1000m、総配線長：2000m以下としてください。外マルチ連結配線の長さは30m
以内としてください。
●連絡配線には、下記２芯のシース付ビニルコードおよびケーブルを使用してください。
･ビニルキャブタイヤ丸形コード VCTF JISC3306
･制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル CVV JISC3401
･600Vビニル絶縁ビニルキャブタイヤケーブル VCT JISC3312
･制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル丸形 CVVS JCS4258
 （JCS：日本電線工業会規格）

■電源線・連絡配線工事配線例
　（GHP・EHP室外ユニット共通）
●設置時には、必ずGHP室外ユニットを「親機」に設定
してください。

※液晶ワイヤードリモコンABRC1G3のリモコン上
ケースの端子はP/P1、N/P2です。
※EHP室外ユニットには遠隔監視の端子台はござ
いません。遠隔監視アダプターへの配線施工は
遠隔監視アダプターの『施工説明書』・『初期設定
説明書』を参照してください。

室外ユニット 電源 過電流遮断器
定格電流

漏電遮断器
定格感度電流

電源配線

最小太さ 最大こう長

GHP450形
三相200V

20A 30mA 3.5ｍｍ 119m

m43mm8Am03A04形422PHE

■室外ユニット電源（室内ユニットは別電源）（GHP室外ユニットとEHP室外ユニットは別々の分岐回路からとる）

･ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル CPEV JCS5224
･マイクロホン用ビニルコード MVVS JCS4271
･ビニルキャブタイヤ長円形コード VCTFK JISC3306

内・外 外・外 遠・隔マルチ
外

遠隔監視用端子（有極性）

他系統へ

Ｒ Ｓ ＴF1F2 F1

F1
内・外

リモコン

F2

Ｎ Ｐ

F2Ｑ1Ｑ2 ＋ －
内・外 外・外 マルチ

外

Ｒ Ｓ ＴF1F2F1 F2 Ｑ1　Ｑ2

漏電遮断器

過電流遮断器

単相200V

室内ユニット

Ｒ Ｓ

F1
内・外

リモコン

F2

Ｎ Ｐ

室内ユニット

Ｒ Ｓ

F1
内・外

リモコン

F2

Ｎ Ｐ

リモコン
Ｎ Ｐ

室内ユニット

Ｒ Ｓ

遠隔監視
アダプターへ

漏電遮断器

過電流遮断器

（親機）GHP室外ユニット （子機）EHP室外ユニット

三相200V

漏電遮断器

過電流遮断器

三相200V

室外・室内ユニット
間信号線（無極性）

■配線例

電気配線工事概要および注意事項施工情報

施
工
情
報

施
工
情
報

集中制御機器・アダプターは親機の
室外・外連絡配線に接続してください。

お願い

2

2

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

配管長（相当長）が100mを超える場合の補正係数は配管径1サイズアップ時のデータです。
（配管長（相当長）が100mを超える場合は、配管径1サイズアップが必要です。配管サイズアップの場合は、現地調達のリデューサー（異径継手）
を使用してください。）
（注1）下記補正係数は、当社基準に基づいて算出した計算値です。

（注1）標準仕様の使用温度範囲でも、外気温度が0℃以下になるおそれがある場合、GHP室外ユニットはドレンヒーターキット（オプション品）、
　　　EHP室外ユニットはドレンパンヒーター（オプション品）が必要です。
※機器の使用温度範囲外（特に高外気温）で使用すると、機器故障の原因になることや保護回路が働き運転しない場合があります。

※リモコンの設定温度は室内ユニットの温調制御をするための温度であり、室温が
設定温度になることを保証するものではありません。
※床置ダクト形・工場用エアコン床置ダクト形のスポット省エネモードおよび外気処理
モード時、外気処理エアコン天井埋込ダクト形、外気処理エアコン壁ビルトイン形
の場合は、左表の温度設定範囲とは異なります。

室外ユニット・室内ユニットの高低差と配管相当長による能力補正施工情報

■室内外ユニット間高低差能力補正係数

■冷房運転 ■暖房運転

システムの運転可能範囲とは多少異なります。

下 限

20℃

15℃

上 限

35℃

30℃

冷 房

暖 房

（注1）左記補正係数は、当社基準に基づいて算出した計算値です。

＜暖房＞＜冷房＞

■配管長（相当長）による能力補正係数 （注1）

■室内外ユニット間高低差による能力補正係数 （注1）

●室外ユニット間高低差 = 室外ユニット高さ ー 室内ユニット高さ　
●冷房時のみ補正してください 。

■ハイブリッド空調システム 450形+224形（24馬力相当）

■リモコンの温度設定範囲

30

20

10

0 10 20 30 40

室外吸込空気乾球温度（DB℃）

室
内
吸
込
空
気
湿
球
温
度

－10

14

24
冷房使用可能範囲

43－5

（WB℃）

室外ユニットの実能力は右記の
計算式により算出してください。

室内外ユニット間
高低差による補正係数

室内外温度条件による
室外ユニットの冷暖房能力

室外ユニット
実能力

配管長（相当長）
による補正係数

0.98

1.03

1.02

1.01

1.00

0.99
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暖房使用可能範囲
（注1）



使用可能温度範囲施工情報

■電源配線の仕様、サイズの選定は、「電気設備に関する技術基準」、「内線規定」に従う。
　電源線に不備があると発熱・ショート・火災の原因になります。

警　告！

必ず指示通り
行ってください

死亡または重傷になるおそれがあります。
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■電源配線（GHP・EHP室外ユニット共通）

■室内・外連絡配線、室外・外連絡配線、外マルチ連絡配線（GHP・EHP室外ユニット共通）

●GHP室外ユニットの電源配線として使用する電線は、JIS C 3342［600V ビニル絶縁ビニルシースケーブル平形2芯または3芯（VVF）］に
規定するもの、またはこれと同等以上のものを使用してください。EHP室外ユニットの電源配線として使用する電線は、JIS C 3605 ［600V
架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル（CV）］に規定するもの、またはこれと同等以上のものを使用してください。
●室外ユニットは必ずD種接地工事を行ってください。アース線はΦ2.0mm以上のものを使用し所定のアースねじに固定してください。
●電源配線は、M4 用圧着端子を使用して電源端子台に接続してください。
●電源配線の太さは下表に従って選定してください。

●上表は内線規定に従っています。上表の電源配線最大こう長は、電圧降下2％のときの値を示します。配線こう長が上表の値を超える場合は、
配線太さを見直してください。
●上表に従い、GHP室外ユニット、EHP室外ユニットそれぞれ設定された容量の過電流遮断器および、漏電遮断器を設置し配線してください。
●室内ユニットの電源配線は、専用の分岐回路から取ってください。各据付説明書内の電源配線最大こう長は、電圧降下2％のときの値を示します。
配線こう長が規定の値を超える場合は配線太さを見直してください。
●電気工事は、電気工事士の資格のある方が「電気事業法」・「電気設備に関する技術基準」および「内線規定JEAC8001（最新のもの）」に
従って施工し、必ず専用回路を使用してください。
●室内ユニットに接続する電源配線、過電流遮断器、漏電遮断器、および配線要領などは各室内ユニットの『据付説明書』に従って行ってください。

●電線の太さは0.75mm2～1.25mm2を使用してください。
●室内・室外、室外・室外間連絡配線の合計長さは、最遠長：1000m、総配線長：2000m以下としてください。外マルチ連結配線の長さは30m
以内としてください。
●連絡配線には、下記２芯のシース付ビニルコードおよびケーブルを使用してください。
･ビニルキャブタイヤ丸形コード VCTF JISC3306
･制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル CVV JISC3401
･600Vビニル絶縁ビニルキャブタイヤケーブル VCT JISC3312
･制御用ビニル絶縁ビニルシースケーブル丸形 CVVS JCS4258
 （JCS：日本電線工業会規格）

■電源線・連絡配線工事配線例
　（GHP・EHP室外ユニット共通）
●設置時には、必ずGHP室外ユニットを「親機」に設定
してください。

※液晶ワイヤードリモコンABRC1G3のリモコン上
ケースの端子はP/P1、N/P2です。
※EHP室外ユニットには遠隔監視の端子台はござ
いません。遠隔監視アダプターへの配線施工は
遠隔監視アダプターの『施工説明書』・『初期設定
説明書』を参照してください。

室外ユニット 電源 過電流遮断器
定格電流

漏電遮断器
定格感度電流

電源配線

最小太さ 最大こう長

GHP450形
三相200V

20A 30mA 3.5ｍｍ 119m

m43mm8Am03A04形422PHE

■室外ユニット電源（室内ユニットは別電源）（GHP室外ユニットとEHP室外ユニットは別々の分岐回路からとる）

･ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル CPEV JCS5224
･マイクロホン用ビニルコード MVVS JCS4271
･ビニルキャブタイヤ長円形コード VCTFK JISC3306

内・外 外・外 遠・隔マルチ
外

遠隔監視用端子（有極性）

他系統へ

Ｒ Ｓ ＴF1F2 F1

F1
内・外

リモコン

F2

Ｎ Ｐ

F2Ｑ1Ｑ2 ＋ －
内・外 外・外 マルチ

外

Ｒ Ｓ ＴF1F2F1 F2 Ｑ1　Ｑ2

漏電遮断器

過電流遮断器

単相200V

室内ユニット

Ｒ Ｓ

F1
内・外

リモコン

F2

Ｎ Ｐ

室内ユニット

Ｒ Ｓ

F1
内・外

リモコン

F2

Ｎ Ｐ

リモコン
Ｎ Ｐ

室内ユニット

Ｒ Ｓ

遠隔監視
アダプターへ

漏電遮断器

過電流遮断器

（親機）GHP室外ユニット （子機）EHP室外ユニット

三相200V

漏電遮断器

過電流遮断器

三相200V

室外・室内ユニット
間信号線（無極性）

■配線例

電気配線工事概要および注意事項施工情報

施
工
情
報

施
工
情
報

集中制御機器・アダプターは親機の
室外・外連絡配線に接続してください。

お願い

2

2

施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

配管長（相当長）が100mを超える場合の補正係数は配管径1サイズアップ時のデータです。
（配管長（相当長）が100mを超える場合は、配管径1サイズアップが必要です。配管サイズアップの場合は、現地調達のリデューサー（異径継手）
を使用してください。）
（注1）下記補正係数は、当社基準に基づいて算出した計算値です。

（注1）標準仕様の使用温度範囲でも、外気温度が0℃以下になるおそれがある場合、GHP室外ユニットはドレンヒーターキット（オプション品）、
　　　EHP室外ユニットはドレンパンヒーター（オプション品）が必要です。
※機器の使用温度範囲外（特に高外気温）で使用すると、機器故障の原因になることや保護回路が働き運転しない場合があります。

※リモコンの設定温度は室内ユニットの温調制御をするための温度であり、室温が
設定温度になることを保証するものではありません。
※床置ダクト形・工場用エアコン床置ダクト形のスポット省エネモードおよび外気処理
モード時、外気処理エアコン天井埋込ダクト形、外気処理エアコン壁ビルトイン形
の場合は、左表の温度設定範囲とは異なります。

室外ユニット・室内ユニットの高低差と配管相当長による能力補正施工情報

■室内外ユニット間高低差能力補正係数

■冷房運転 ■暖房運転

システムの運転可能範囲とは多少異なります。

下 限

20℃

15℃

上 限

35℃

30℃

冷 房

暖 房

（注1）左記補正係数は、当社基準に基づいて算出した計算値です。

＜暖房＞＜冷房＞

■配管長（相当長）による能力補正係数 （注1）

■室内外ユニット間高低差による能力補正係数 （注1）

●室外ユニット間高低差 = 室外ユニット高さ ー 室内ユニット高さ　
●冷房時のみ補正してください 。

■ハイブリッド空調システム 450形+224形（24馬力相当）

■リモコンの温度設定範囲
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■EHP室外ユニット専用の漏電遮断器（電流動作形）を必ず施設してください。EHP室外ユニットはインバーター
装置を内蔵しています。誤動作を防止するため、高調波対応の漏電遮断器を使用してください。

■冷媒配管工事が完了するまで運転は行わないでください。冷媒配管工事前に運転すると圧縮機が故障します。
■電源配線・連絡配線接続時、サーミスタ・センサーなどを絶対に取り外さないでください。取り外したまま運転すると
圧縮機が故障することがあります。

●電気配線工事は、電力会社の認定工事店で行ってください。電気工事・Ｄ種接地工事の施工には電気工事士の資格が必要

です。

●電気配線工事は、電気配線図銘板（貼付箇所は施工説明書参照) および本項に示す説明に基づいて行ってください。

●電気配線工事は必ず電源を遮断してから作業を行ってください。

●アース線は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアース線に接続しないでください。

　ガス管 ： ガス漏れ時に爆発・引火の危険性があります。

　水道管 ： 硬質ビニル管が使用されている場合、アースの効果がありません。

　避雷針や電話のアース線：落雷時にアース電位が異常上昇する危険性があります。

●EHP室外ユニットはインバーター装置を有しております。他機器へ影響を与えるノイズの発生を低減させるためと、漏洩

電流によって製品外郭に帯電する電荷を放電させるために、必ずアース工事をしてください。

●力率改善用進相コンデンサは絶対に取り付けないでください。EHP室外ユニットはインバーター装置を有しており、進相

コンデンサを取り付けると力率改善効果が期待できないばかりでなく、高調波によるコンデンサ異常過熱事故のおそれが

あります。

●地絡保護専用の漏電遮断器を使用する場合は、必ずヒューズ付負荷開閉器または配線用遮断器と組み合わせて使用して

ください。その場合、漏電遮断器の定格電流は、配線用遮断器の定格電流と同等のものを使用してください。

●電源は必ず正相で接続してください。EHP室外ユニットは逆相保護回路を搭載しています。逆相保護回路作動時は、電源

配線三相のうち二相を入れ換えてください。

●電源配線とアース線は本体前面・側面（ノック穴）または

底フレーム（ノック穴）の配線引込口から引き込んで

ください。

●外マルチ連絡配線は配管とともに配管取出口から引き

込んでください。（本体前面の配線引込口（ノック穴）

から引き込むこともできます。）

■EHP室外ユニットへの配線の引き込み

※幹線から直接分岐するものを子分岐線、さらに、子分岐線から分岐するものを孫分岐線とします。

■分岐配線システム事例（GHP・EHP室外ユニット共通）■電気配線工事（EHP室外ユニットのみ）

電気工事を実施される方へ

電気配線図銘板　　 

配管取出口
外マルチ連絡配線

（電気品箱ふた裏面）

前板（中）

（電線管）

電源配線・
アース線

（電線管）

電源配線・
アース線

配線引込口(前面)

配線引込口(側面)

●集中制御機器を室外・外連絡配線に接続した場合

上記例のように、できるだけ集中制御機器は、室外・外連絡配線に接続してください。（室内・外連絡配線に接続した場合
には、その接続した系統が万一システムダウンすると正常な系統も管理できなくなります。）

お願い

　　   
　　  

EHP室外ユニット電気配線方法等の詳細については、『施工説明書』をご参照ください。 施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

孫分岐は接続不可

子分岐線からさらに分岐する
ことはできません。必ず、いも
づる配線にしてください。
（分岐後の分岐はできませ
ん。）通信エラーが発生する
可能性があります。

分岐線の数え方

室外・外連絡配線と室内・
外連絡配線を幹線とし、これ
を①（第１分岐）とします。
そして、その幹線から分岐
する子分岐線を順に②～
⑩分岐として数えます。
（最大16分岐まで（注1））

施
工
情
報

施
工
情
報

室外ユニット

ＧＨＰ EＨＰ

④～⑤は省略

室
外・外
連
絡
配
線

①

⑩

ＧＨＰ EＨＰ

②

ＧＨＰ EＨＰ

③

ＧＨＰ EＨＰ

⑥

ＧＨＰ EＨＰ

⑦

ＧＨＰ
集中親 EＨＰ

⑧

孫分岐の
接続不可

⑨

ON/OFF
コントローラー

集中管理
コントローラー

①～ ⑩  ：分岐番号

線 ： 孫分岐線

線 ： 子分岐線

線：幹線

孫分岐の
接続不可

内 ・ 外端子と
外 ・ 外端子は、
同一ラインとして
考慮します。

必ず指示通り
行ってください

警　告！ 死亡または重傷になるおそれがあります。

■電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気事業法」・「電気設備に関する技術基準」および
「内線規程JEAC8001（最新のもの）」に従って施工し、必ず専用回路を使用してください。
■Ｄ種接地工事は必ず行ってください。（接地抵抗は、100Ω以下にしてください。）漏電遮断器
（電流動作形)の施設で、保護接地抵抗値が適用できます。たとえば、漏電遮断器が30mA、
0.1s以内の場合、保護接地抵抗値は水気のある場所など電気的危険度の高い場所では250Ω、
その他の場所では500Ω以下に緩和されます。

■配線は所定の電線を使い確実に接続してください。また、端子部（電源配線・アース線・連絡配線）
に外力が加わらないように、付属のクランプ材で固定してください。

（注1）室外ユニットの接続台数が16台を超える場合は、DⅢ-NET拡張アダプターをご使用ください。
ハイブリッド空調システムの場合は、GHP、EHPの1セットで2台の室外ユニットとして扱われます。
（ただし、状況によっては室外ユニットが16台以下の場合でも、DⅢ-NET拡張アダプターの
取り付けが必要な場合があります。）

　※遠隔監視アダプターついては、遠隔監視アダプターの『施工説明書』をご参照ください。
※1つの室外・外連絡配線に接続できる室外ユニット台数は、遠隔監視アダプターの接続方法、その他の
条件によって異なります。詳しくはハイブリッド空調システム及び遠隔監視アダプターの『施工説明書』
をご参照ください。

遠隔監視アダプターを
内蔵しているGHP
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■EHP室外ユニット専用の漏電遮断器（電流動作形）を必ず施設してください。EHP室外ユニットはインバーター
装置を内蔵しています。誤動作を防止するため、高調波対応の漏電遮断器を使用してください。

■冷媒配管工事が完了するまで運転は行わないでください。冷媒配管工事前に運転すると圧縮機が故障します。
■電源配線・連絡配線接続時、サーミスタ・センサーなどを絶対に取り外さないでください。取り外したまま運転すると
圧縮機が故障することがあります。

●電気配線工事は、電力会社の認定工事店で行ってください。電気工事・Ｄ種接地工事の施工には電気工事士の資格が必要

です。

●電気配線工事は、電気配線図銘板（貼付箇所は施工説明書参照) および本項に示す説明に基づいて行ってください。

●電気配線工事は必ず電源を遮断してから作業を行ってください。

●アース線は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアース線に接続しないでください。

　ガス管 ： ガス漏れ時に爆発・引火の危険性があります。

　水道管 ： 硬質ビニル管が使用されている場合、アースの効果がありません。

　避雷針や電話のアース線：落雷時にアース電位が異常上昇する危険性があります。

●EHP室外ユニットはインバーター装置を有しております。他機器へ影響を与えるノイズの発生を低減させるためと、漏洩

電流によって製品外郭に帯電する電荷を放電させるために、必ずアース工事をしてください。

●力率改善用進相コンデンサは絶対に取り付けないでください。EHP室外ユニットはインバーター装置を有しており、進相

コンデンサを取り付けると力率改善効果が期待できないばかりでなく、高調波によるコンデンサ異常過熱事故のおそれが

あります。

●地絡保護専用の漏電遮断器を使用する場合は、必ずヒューズ付負荷開閉器または配線用遮断器と組み合わせて使用して

ください。その場合、漏電遮断器の定格電流は、配線用遮断器の定格電流と同等のものを使用してください。

●電源は必ず正相で接続してください。EHP室外ユニットは逆相保護回路を搭載しています。逆相保護回路作動時は、電源

配線三相のうち二相を入れ換えてください。

●電源配線とアース線は本体前面・側面（ノック穴）または

底フレーム（ノック穴）の配線引込口から引き込んで

ください。

●外マルチ連絡配線は配管とともに配管取出口から引き

込んでください。（本体前面の配線引込口（ノック穴）

から引き込むこともできます。）

■EHP室外ユニットへの配線の引き込み

※幹線から直接分岐するものを子分岐線、さらに、子分岐線から分岐するものを孫分岐線とします。

■分岐配線システム事例（GHP・EHP室外ユニット共通）■電気配線工事（EHP室外ユニットのみ）

電気工事を実施される方へ

電気配線図銘板　　 

配管取出口
外マルチ連絡配線

（電気品箱ふた裏面）

前板（中）

（電線管）

電源配線・
アース線

（電線管）

電源配線・
アース線

配線引込口(前面)

配線引込口(側面)

●集中制御機器を室外・外連絡配線に接続した場合

上記例のように、できるだけ集中制御機器は、室外・外連絡配線に接続してください。（室内・外連絡配線に接続した場合
には、その接続した系統が万一システムダウンすると正常な系統も管理できなくなります。）

お願い

　　   
　　  

EHP室外ユニット電気配線方法等の詳細については、『施工説明書』をご参照ください。 施工の際には、室外ユニットに付属の『施工説明書』を参照のうえ施工してください。

孫分岐は接続不可

子分岐線からさらに分岐する
ことはできません。必ず、いも
づる配線にしてください。
（分岐後の分岐はできませ
ん。）通信エラーが発生する
可能性があります。

分岐線の数え方

室外・外連絡配線と室内・
外連絡配線を幹線とし、これ
を①（第１分岐）とします。
そして、その幹線から分岐
する子分岐線を順に②～
⑩分岐として数えます。
（最大16分岐まで（注1））

施
工
情
報

施
工
情
報

室外ユニット

ＧＨＰ EＨＰ

④～⑤は省略

室
外・外
連
絡
配
線

①

⑩

ＧＨＰ EＨＰ

②

ＧＨＰ EＨＰ

③

ＧＨＰ EＨＰ

⑥

ＧＨＰ EＨＰ

⑦

ＧＨＰ
集中親 EＨＰ

⑧

孫分岐の
接続不可

⑨

ON/OFF
コントローラー

集中管理
コントローラー

①～ ⑩  ：分岐番号

線 ： 孫分岐線

線 ： 子分岐線

線：幹線

孫分岐の
接続不可

内 ・ 外端子と
外 ・ 外端子は、
同一ラインとして
考慮します。

必ず指示通り
行ってください

警　告！ 死亡または重傷になるおそれがあります。

■電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気事業法」・「電気設備に関する技術基準」および
「内線規程JEAC8001（最新のもの）」に従って施工し、必ず専用回路を使用してください。
■Ｄ種接地工事は必ず行ってください。（接地抵抗は、100Ω以下にしてください。）漏電遮断器
（電流動作形)の施設で、保護接地抵抗値が適用できます。たとえば、漏電遮断器が30mA、
0.1s以内の場合、保護接地抵抗値は水気のある場所など電気的危険度の高い場所では250Ω、
その他の場所では500Ω以下に緩和されます。

■配線は所定の電線を使い確実に接続してください。また、端子部（電源配線・アース線・連絡配線）
に外力が加わらないように、付属のクランプ材で固定してください。

（注1）室外ユニットの接続台数が16台を超える場合は、DⅢ-NET拡張アダプターをご使用ください。
ハイブリッド空調システムの場合は、GHP、EHPの1セットで2台の室外ユニットとして扱われます。
（ただし、状況によっては室外ユニットが16台以下の場合でも、DⅢ-NET拡張アダプターの
取り付けが必要な場合があります。）

　※遠隔監視アダプターついては、遠隔監視アダプターの『施工説明書』をご参照ください。
※1つの室外・外連絡配線に接続できる室外ユニット台数は、遠隔監視アダプターの接続方法、その他の
条件によって異なります。詳しくはハイブリッド空調システム及び遠隔監視アダプターの『施工説明書』
をご参照ください。

遠隔監視アダプターを
内蔵しているGHP
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ガス種の設定変更は、「チェックモード」で行います。パソコン、遠隔監視等の接続を外し、チェックモードを選択してください。

チェックモードの選択方法は、『施工説明書』12-2.EEPディップスイッチ設定（GHP室外ユニット） 「1）モニターモード・

チェックモード・コマンドモードへの変更方法」を参照してください。

①UP／DOWNスイッチにより、チェックコードNo.76を選択します。このとき、下図のような表示となります。

②セットスイッチを押すとLED1～4が点滅します。

　この時、UPまたはDOWNスイッチによりガス種を切り替えることが

　できます。（ガス種については、右表を参照してください。）

③ガス種を決定後、セットスイッチを長押しして、設定変更を記憶させます。

　表示は点灯に戻ります。

※表示点滅時にクリアスイッチを押すことにより、
　ガス種を記憶させずに点灯表示に戻ることができます。

■設定変更方法

ガス種チェックコード No.

合場のA31 ： 種スガ※

ＳＷ２  ＳＷ３  ＳＷ４ ＳＷ５  ＳＷ６
ＭＯＤＥ
ＳＥＬＥＣＴ

ＩＮＤＯＯＲ
ＳＥＬＥＣＴ

ＣＯＤＥ Ｎｏ． ＣＬＥＡＲ ＳＥＴＵＰ ＤＯＷＮ

ガス種 表示

都市ガス13A（12A） 13A

LPガス（い号プロパン） ipro

ＤＯＷＮ方向

UP方向

■GHP室外ユニットをＬＰガス（い号プロパン）で使用する場合、
　必ずガス種をＬＰガス（い号プロパン）に設定変更してください。
■設定変更後は必ず一度電源ブレーカーを遮断し、電源を再投入する。
　実施しないと正常に動作しないばかりか、不完全燃焼を起こし中毒の原因になります。 

■ 設定変更後は、必ず一度電源ブレーカーを遮断し、電源を再投入してください。
　 電源を再投入しないと設定内容が反映されません。
■ 現地の燃料ガス種がＬＰガス（い号プロパン）の場合、装置銘板に「ガス種変更ラベル（ＬＰ）」を
　 必ず貼ってください。
　 貼りかたは、室外ユニット同梱 "「ガス種変更ラベル（ＬＰ）」の貼りかた"を参照してください。

重要

警　告！

必ず指示通り
行ってください

死亡または重傷になるおそれがあります。

施
工
情
報

オ
プ
シ
ョ
ン
品
一
覧

※掲載の価格には消費税は含まれておりません。

品名／用途 適用 機種 メーカー希望小売価格

分岐管（ライン分岐）

第一分岐 室外ユニット ハイブリッド空調システム（450+224形）の場合 1

第二分岐以降
下流の  
室内ユニット  
合計容量

22.4ｋW未満 2
22.4以上33.0ｋW未満 3
33.0以上71.0ｋW未満 4
71.0以上87.6ｋW未満  5

分岐管（ヘッダー分岐）
（注1）

下流の室内ユニット 
合計台数と合計容量

4台以下で22.4ｋW未満の場合 6
8台以下で22.4以上33.0ｋW未満の場合 7
8台以下で33.0以上71.0ｋW未満の場合 8
8台以下で71.0以上87.6ｋW以下の場合 9

連結キット（注2） ハイブリッド空調システム（450+224形） 10

ABP-AS72Y01
ABP-AS22Y01
ABP-AS33Y01
ABP-AS72Y01
ABP-AS104Y01
ABP-AS22H01
ABP-AS33H01
ABP-AS72H01
ABP-AS104H01
ABP-AS104Y01（注3）

12,700円
8,700円
9,500円
12,700円
20,200円
19,800円
38,000円
40,900円
42,500円
20,200円

  
品名 機種 メーカー希望小売価格

防振架台（特許機器製） （注1） 1 AGWJ560F2
防振架台（倉敷化工製） （注1） 2 AGVJ560F1
防振架台用基礎ボルトブラケット（特許機器製） 3 G-OP11-4
防振架台用基礎ボルトブラケット（倉敷化工製） 4 GB-AB61
防雪フード 前吹き ）3注（）2注（ 5 AGFJ560E2
運転状態出力キット （注4） 6 AGCBJ280E1
ドレンヒーターキット （注5） 7 AGLJ450F1

140,000円
140,000円
6,600円
4,650円

200,000円
10,000円
60,000円

（注1）受注生産品となります。
（注2）置台用ドレンパンを取り付けの際には、別途置台（オプション品）または防振架台（オプション品）を手配願います。なお、防振架台に置台用ドレンパンを取り付けの際は、かさ上げなどの条件がございますので、防振架台の
　　　『据付説明書』をご参照ください。
（注3）ドレン水が凍結するおそれのある場合、置台用ドレンパンは使用できません。
（注4）外気温度が長時間氷点下となる地域で連続的に暖房運転を行う場合、ドレンパンヒーターを取り付け、底板での氷結を防止してください。
（注5）別置きでご使用ください。（別途現地にて架台をご用意願います）アクティブフィルター背面での取り付けとなります。

★機種の左の数字に○のついているオプション品は、受注生産品のため、納期がかかる場合があります。納期は当社営業所までお問い合わせください。

※ハイブリッド空調システムにおいて、ガス会社様提供の遠隔監視サーバーからの最適運転制御を行う場合には、遠隔監視アダプター（AGSC-AD6B）が必須オプション品となります。
※室内ユニットオプション品につきましては、GHP総合カタログをご参照ください。

（注1）室外ユニットの振動を吸収し、建物の屋上などに室外ユニットを設置する場合、階下への振動を防ぎます。
（注2）室外ユニットの吹出口への積雪を防ぎます。また、吹出口に通風の障害物などがある場合、吹出空気の向きを変えることもできます。防雪フード取り付け時には、周囲の環境により運転音が若干大きくなる場合があります。
（注3）寒冷地・積雪地域では、防雪フードに直接風が吹き込む場所に設置すると、内部が凍結する場合がありますので、排気延長などでご対応ください。
（注4）室外ユニットより運転、異常、回避の外部出力を取り出せるキットです。（基板＋ハーネス）
（注5）外気温度が0℃以下になる地域向けのドレンヒーター、オイルパンヒーターのセット品です。本オプション品を装着しても暖房能力は標準仕様と同じで、寒冷地仕様（低外気温時の暖房能力向上タイプ）とは異なります。

（注1）分岐管（ヘッダー分岐）の下流には分岐部を設けることができません。また、280形以上の室内ユニット接続もできませんのでご注意ください。
（注2）ハイブリッド空調システム設置の際、GHP室外ユニットとEHP室外ユニット連結時に使用します。
（注3）最遠配管長（相当長）が100mを超える場合、現地にてリデューサー（異径継手）の手配が必要です。

※掲載の価格には消費税は含まれておりません。

※掲載の価格には消費税は含まれておりません。

■分岐管 

■室外ユニットオプション品（ハイブリッド空調システムGHP用）

■室外ユニットオプション品（ハイブリッド空調システムEHP用）

防振材のご使用にあたって　
防振材をご使用の場合は必ず上記の防振架台をご使用ください。本オプション品は当社室外ユニット専用設計となっており、
他のものをご使用された場合は異常振動などの不具合が発生するおそれがあります。

GHP室外ユニットの排気延長の方法につきましては、室外ユニットに付属の『施工説明書』をご参照ください。

機種 メーカー希望小売価格

KHGP26D500E
KPS26D335E
KPS26D335TE
KPS26D560LE
KPS26D560RE
KPS26D335BE
KPS26D335FE
KPF26D335E
K-KSV335GDB
K-KHZ3315G
K-KHZ333G
K-KHZ335G
K-KD335AE
K-KHZC28A
K-KHZE45A
KKG26D335H
KKG26D560LH
KKG26D560RH
KKG26D335BH
KHF22D224
KEH22B335
BACF22B5N1E
BACF22A5E

40,000円
223,600円
62,100円
35,200円
40,000円
51,100円
35,200円
96,600円
89,000円
39,000円
40,000円
45,500円
55,000円
16,000円
8,000円
44,200円
13,000円
13,200円
18,000円
9,000円

109,000円
371,000円
311,000円

KKC33AE 96,000円

品名
機種 メーカー希望小売価格

圧力計キット 1 KHGP26D500

防雪フード

セット（吹出＋吸込） 2 KPS26D335
吹出口 3 KPS26D335T
吸込口（左） 4 KPS26D560L
吸込口（右） 5 KPS26D560R
吸込口（背面） 6 KPS26D335B
吸込口（正面） 7 KPS26D335F

吹出口ダクトキット （注1） ⑧ KPF26D335
防振架台 （注2） 9 K-KSV335GDB

置台 
150ｍｍ高 10 K-KHZ3315G
300ｍｍ高 11 K-KHZ333G
500ｍｍ高 12 K-KHZ335G

置台用
ドレンパン ）3注（）2注（ 13 K-KD335A
化粧板 （注1） ⑭ K-KHZC28A
エンドプレート （注1） ⑮ K-KHZE45A

保護網

セット 16 KKG26D335
吸込口（左） 17 KKG26D560L
吸込口（右） 18 KKG26D560R
吸込口（背面） 19 KKG26D335B

現地接続配管キット 20 KHF22D224
ドレンパンヒーター ）4注（）1注（ ㉑ KEH22B335

アクティブフィルター
機内組込型 22 BACF22B5N1
別置型

ショートサーキット防止キット　 （注1）
 （注5） 23 BACF22A5

35,000円
186,400円
51,800円
29,300円
33,400円
42,600円
29,300円
80,500円
89,000円
39,000円
40,000円
45,500円
49,500円
16,000円
8,000円
38,600円
10,800円
12,800円
15,000円
9,000円

109,000円
309,000円
280,000円

㉔ KKC33A 60,000円

塩害仕様標準仕様



ガス種の設定変更（GHP室外ユニットのみ）施工情報 オプション品一覧

23 24

ガス種の設定変更は、「チェックモード」で行います。パソコン、遠隔監視等の接続を外し、チェックモードを選択してください。

チェックモードの選択方法は、『施工説明書』12-2.EEPディップスイッチ設定（GHP室外ユニット） 「1）モニターモード・

チェックモード・コマンドモードへの変更方法」を参照してください。

①UP／DOWNスイッチにより、チェックコードNo.76を選択します。このとき、下図のような表示となります。

②セットスイッチを押すとLED1～4が点滅します。

　この時、UPまたはDOWNスイッチによりガス種を切り替えることが

　できます。（ガス種については、右表を参照してください。）

③ガス種を決定後、セットスイッチを長押しして、設定変更を記憶させます。

　表示は点灯に戻ります。

※表示点滅時にクリアスイッチを押すことにより、
　ガス種を記憶させずに点灯表示に戻ることができます。

■設定変更方法

ガス種チェックコード No.

合場のA31 ： 種スガ※

ＳＷ２  ＳＷ３  ＳＷ４ ＳＷ５  ＳＷ６
ＭＯＤＥ
ＳＥＬＥＣＴ

ＩＮＤＯＯＲ
ＳＥＬＥＣＴ

ＣＯＤＥ Ｎｏ． ＣＬＥＡＲ ＳＥＴＵＰ ＤＯＷＮ

ガス種 表示

都市ガス13A（12A） 13A

LPガス（い号プロパン） ipro

ＤＯＷＮ方向

UP方向

■GHP室外ユニットをＬＰガス（い号プロパン）で使用する場合、
　必ずガス種をＬＰガス（い号プロパン）に設定変更してください。
■設定変更後は必ず一度電源ブレーカーを遮断し、電源を再投入する。
　実施しないと正常に動作しないばかりか、不完全燃焼を起こし中毒の原因になります。 

■ 設定変更後は、必ず一度電源ブレーカーを遮断し、電源を再投入してください。
　 電源を再投入しないと設定内容が反映されません。
■ 現地の燃料ガス種がＬＰガス（い号プロパン）の場合、装置銘板に「ガス種変更ラベル（ＬＰ）」を
　 必ず貼ってください。
　 貼りかたは、室外ユニット同梱 "「ガス種変更ラベル（ＬＰ）」の貼りかた"を参照してください。

重要

警　告！

必ず指示通り
行ってください

死亡または重傷になるおそれがあります。

施
工
情
報

オ
プ
シ
ョ
ン
品
一
覧

※掲載の価格には消費税は含まれておりません。

品名／用途 適用 機種 メーカー希望小売価格

分岐管（ライン分岐）

第一分岐 室外ユニット ハイブリッド空調システム（450+224形）の場合 1

第二分岐以降
下流の  
室内ユニット  
合計容量

22.4ｋW未満 2
22.4以上33.0ｋW未満 3
33.0以上71.0ｋW未満 4
71.0以上87.6ｋW未満  5

分岐管（ヘッダー分岐）
（注1）

下流の室内ユニット 
合計台数と合計容量

4台以下で22.4ｋW未満の場合 6
8台以下で22.4以上33.0ｋW未満の場合 7
8台以下で33.0以上71.0ｋW未満の場合 8
8台以下で71.0以上87.6ｋW以下の場合 9

連結キット（注2） ハイブリッド空調システム（450+224形） 10

ABP-AS72Y01
ABP-AS22Y01
ABP-AS33Y01
ABP-AS72Y01
ABP-AS104Y01
ABP-AS22H01
ABP-AS33H01
ABP-AS72H01
ABP-AS104H01
ABP-AS104Y01（注3）

12,700円
8,700円
9,500円
12,700円
20,200円
19,800円
38,000円
40,900円
42,500円
20,200円

  
品名 機種 メーカー希望小売価格

防振架台（特許機器製） （注1） 1 AGWJ560F2
防振架台（倉敷化工製） （注1） 2 AGVJ560F1
防振架台用基礎ボルトブラケット（特許機器製） 3 G-OP11-4
防振架台用基礎ボルトブラケット（倉敷化工製） 4 GB-AB61
防雪フード 前吹き ）3注（）2注（ 5 AGFJ560E2
運転状態出力キット （注4） 6 AGCBJ280E1
ドレンヒーターキット （注5） 7 AGLJ450F1

140,000円
140,000円
6,600円
4,650円

200,000円
10,000円
60,000円

（注1）受注生産品となります。
（注2）置台用ドレンパンを取り付けの際には、別途置台（オプション品）または防振架台（オプション品）を手配願います。なお、防振架台に置台用ドレンパンを取り付けの際は、かさ上げなどの条件がございますので、防振架台の
　　　『据付説明書』をご参照ください。
（注3）ドレン水が凍結するおそれのある場合、置台用ドレンパンは使用できません。
（注4）外気温度が長時間氷点下となる地域で連続的に暖房運転を行う場合、ドレンパンヒーターを取り付け、底板での氷結を防止してください。
（注5）別置きでご使用ください。（別途現地にて架台をご用意願います）アクティブフィルター背面での取り付けとなります。

★機種の左の数字に○のついているオプション品は、受注生産品のため、納期がかかる場合があります。納期は当社営業所までお問い合わせください。

※ハイブリッド空調システムにおいて、ガス会社様提供の遠隔監視サーバーからの最適運転制御を行う場合には、遠隔監視アダプター（AGSC-AD6B）が必須オプション品となります。
※室内ユニットオプション品につきましては、GHP総合カタログをご参照ください。

（注1）室外ユニットの振動を吸収し、建物の屋上などに室外ユニットを設置する場合、階下への振動を防ぎます。
（注2）室外ユニットの吹出口への積雪を防ぎます。また、吹出口に通風の障害物などがある場合、吹出空気の向きを変えることもできます。防雪フード取り付け時には、周囲の環境により運転音が若干大きくなる場合があります。
（注3）寒冷地・積雪地域では、防雪フードに直接風が吹き込む場所に設置すると、内部が凍結する場合がありますので、排気延長などでご対応ください。
（注4）室外ユニットより運転、異常、回避の外部出力を取り出せるキットです。（基板＋ハーネス）
（注5）外気温度が0℃以下になる地域向けのドレンヒーター、オイルパンヒーターのセット品です。本オプション品を装着しても暖房能力は標準仕様と同じで、寒冷地仕様（低外気温時の暖房能力向上タイプ）とは異なります。

（注1）分岐管（ヘッダー分岐）の下流には分岐部を設けることができません。また、280形以上の室内ユニット接続もできませんのでご注意ください。
（注2）ハイブリッド空調システム設置の際、GHP室外ユニットとEHP室外ユニット連結時に使用します。
（注3）最遠配管長（相当長）が100mを超える場合、現地にてリデューサー（異径継手）の手配が必要です。

※掲載の価格には消費税は含まれておりません。

※掲載の価格には消費税は含まれておりません。

■分岐管 

■室外ユニットオプション品（ハイブリッド空調システムGHP用）

■室外ユニットオプション品（ハイブリッド空調システムEHP用）

防振材のご使用にあたって　
防振材をご使用の場合は必ず上記の防振架台をご使用ください。本オプション品は当社室外ユニット専用設計となっており、
他のものをご使用された場合は異常振動などの不具合が発生するおそれがあります。

GHP室外ユニットの排気延長の方法につきましては、室外ユニットに付属の『施工説明書』をご参照ください。

機種 メーカー希望小売価格

KHGP26D500E
KPS26D335E
KPS26D335TE
KPS26D560LE
KPS26D560RE
KPS26D335BE
KPS26D335FE
KPF26D335E
K-KSV335GDB
K-KHZ3315G
K-KHZ333G
K-KHZ335G
K-KD335AE
K-KHZC28A
K-KHZE45A
KKG26D335H
KKG26D560LH
KKG26D560RH
KKG26D335BH
KHF22D224
KEH22B335
BACF22B5N1E
BACF22A5E

40,000円
223,600円
62,100円
35,200円
40,000円
51,100円
35,200円
96,600円
89,000円
39,000円
40,000円
45,500円
55,000円
16,000円
8,000円
44,200円
13,000円
13,200円
18,000円
9,000円

109,000円
371,000円
311,000円

KKC33AE 96,000円

品名
機種 メーカー希望小売価格

圧力計キット 1 KHGP26D500

防雪フード

セット（吹出＋吸込） 2 KPS26D335
吹出口 3 KPS26D335T
吸込口（左） 4 KPS26D560L
吸込口（右） 5 KPS26D560R
吸込口（背面） 6 KPS26D335B
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500ｍｍ高 12 K-KHZ335G

置台用
ドレンパン ）3注（）2注（ 13 K-KD335A
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塩害仕様標準仕様
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■品番一覧

ハイブリッド空調システムにおいて、ガス会社様提供の遠隔監視サーバーからの最適運転制御を行うには遠隔監視アダプター

が必要です。

フロンの漏えい点検が義務化されました。
（フロン類の使用の合理化および管理の適正化に関する法律）

冷媒フロン類取扱技術者などによる点検が必要です。

漏えいを発見した場合には、速やかな漏えい箇所の特定および修理を実施2

機器の点検・修理やフロン類の充塡・回収などの整備に関する履歴の記録・保存義務3

業務用冷凍空調機器を所有される方、管理される方は、今後、機器の適正な管理とフロン類の排出抑制に
努めなければなりません。そのため、日常的な簡易点検は、所有される方ご自身が行い、定期点検は、十分な
知見を有する者（冷媒フロン類取扱技術者など）に依頼して実施することが必要となります。

算定漏えい量の報告4

機器を廃棄する際は、フロン類を回収しなければならない。（法改正前からの義務）5

①日常的に実施する簡易点検の実施。（3箇月に1回以上）

　●十分な知見を有する者がアドバイスをする。

　　　(所有者または管理者のみで実施可能）
②定期点検の義務化。（十分な知見を有する者に依頼）

機器の簡易点検・定期点検の義務化1

※一定規模以上の機器の定期点検は
　「十分な知見を有する者」（専門知識をもった者）
　いわゆる「冷媒フロン類取扱技術者」などが実施する。

定期点検

エンジン定格出力
7.5kW以上
50 kW未満

（3年に1回/個）

すべての業務用
エアコンディショナー
（第一種特定製品）

簡易点検
（3箇月に1回以上/個）

※フロン排出抑制法に定められた機器の「定期点検」は、当社コールセンターまでお問い合わせください。
※平成26年12月（一社）日本冷凍空調設備工業連合会、（一社）日本冷凍空調工業会、（一財）日本冷媒・環境保全機構発行「フロンの漏えい点検が義務化されました！」
　より抜粋
※詳細につきましては、当社GHP総合カタログ、または下記WEBサイトをご確認ください。
　●（一社）日本冷凍空調設備工業連合会　https://www.jarac.or.jp　
　●（一社）日本冷凍空調工業会　　　　　https://www.jraia.or.jp　
　●（一財）日本冷媒・環境保全機構　　　 https://www.jreco.or.jp
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リニューアル（既設配管利用）時の確認事項（抜粋）

●EHPからのリニューアル時は、基礎の強度・大きさを確認し強度等不足の場合は変更が必要になります。

●EHPからのリニューアル時、振動等で問題になるおそれがある場合は、防振架台を取り付けてください。（P.10～11「施工

情報室外ユニット据付工事」を参照）

●室外ユニット納入時、水分インジケータの表示部の色を確認してください。（P.16「水分インジケーターの確認」を参照）

リニューアル時には『施工説明書』をよく読んで記載事項に従って正しく施工を行ってください。誤った施工は、製品の性能

を十分に発揮できない原因になるだけでなく、機器の破損につながるおそれがあります。

■室外ユニットの据付

その他の確認事項につきましては、「『施工説明書』 1. 据え付けの前に」をご確認ください。

●圧縮機不良やフロンのガス欠等、配管の異常と考えられる故障がなかったか故障履歴を確認してください。該当する

故障が過去にあった場合、その異常箇所が改修されているかどうかも確認し、改修されていなければ、補修処置を行って

ください。

●過去に圧縮機故障の履歴がある場合、もしくは不明な場合、配管洗浄を実施してください。

●既設配管の保温断熱材およびラッキングが劣化している場合は、補修またはやり直しを行ってください。

●冷凍機油の種類によっては配管洗浄が必要となりますので注意してください。

■冷媒配管および冷凍機油

遠
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/
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ル
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の
確
認
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遠隔監視アダプター（外付タイプ）（注1） AGSC-AD6B 180,000円

品　名 機　種 メーカー希望小売価格 適　用　機　種

ハイブリッド空調システム（Fシリーズ）を含む物件

AGTJ560E2 13,000円 ハイブリッド空調システム遠隔監視取付キット（注2）（注3）

（注1）ハイブリッド空調システムを含む構成の場合、ハイブリッド空調システムのGHP室外ユニットに必ず遠隔監視アダプター（AGSC-AD6B）
を設置してください。

　　　ハイブリッド空調システムに遠隔監視アダプターを設置しない場合、ハイブリッド空調システムGHP室外ユニットを集中親に設定して
ください。

（注2）遠隔監視アダプター（外付タイプ）室外ユニット本体に直接取り付ける場合のオプション品です。
（注3）室外ユニットの機器正面向かって左側面に取り付けてください。

●室外ユニットは最大16台接続可能。

　（ハイブリッド空調システム・F・E5シリーズの室外ユニットを接続した場合のみ）（注1）（注2）

●ハイブリッド空調システムが1台でも含まれる場合は、室内ユニットは最大64台まで接続可能。

　※詳細は遠隔監視アダプターの『初期設定説明書』をご参照ください。

（注1）F・E5シリーズ以外の室外ユニット、GHPハイパワープラスのいずれかが混在し、接続台数が10台を超える場合は、DⅢ-NET
拡張アダプターをご使用ください。

        DⅢ-NET拡張アダプターをご使用した場合には、自動アドレス設定機能はご使用できません。
　　　DⅢ-NET拡張アダプターを設置した場合、一部遠隔用信号線が必須になります。詳細は『施工説明書』をご参照ください。
（注2）ハイブリッド空調システムの場合は、GHP、EHPで2台の室外ユニットとして扱われます。まとマルチの場合は、2台の室外ユニットと

して扱われます。
※遠隔監視アダプターに設置する通信端末、アンテナ等は現地手配品です。現地手配品につきましては、遠隔監視アダプターの『施工説明書』
をご参照ください。
※当社ＧＨＰ遠隔監視システムはハイブリッド空調システムの最適運転制御には非対応です。

■接続台数

※掲載の価格には消費税は含まれておりません。
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